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A R T  BUI L DI NG， 

C A R L E T ON COL L E GE  

ミごネソタ州

重量計 Ma g ne y， T usler &  Setter 

くARCH. R ECOR D， NOV.  1950)  

1. 階 卒 面 図

1  製図室 2. 絵画室

4. 展示場 5. 講義室

7. 館長室 8. 秘議室

館 長 室

3. 倉 庫

6. 事務室

9. スライド室

N  

.. 

12  

建築家にとって施主の充分な理解 と

同' 情とを得ることほど心た のしいこと

はなかろう。このア ート ピルディ γ グ

は正にその一例でゐる。そうし てそれ

が自由なプラゾと自由な表現に表われ

て い る。

プラゾは展示場を聞にはさんで、 事

務 室 主スタヂオとに分れ、 「通 b道 に

なっては部屋は有効に使えない」と云

う原則l にわさ' と逆らってい る。 Tどか ら

教授志学生も或は参観者も展示場を通

北面一一快レスロ ーフ. 。大きな窓。

11. 演習室

12.  講義室



らねばどの部屋にも行りなし、。それナご

け多〈の人の自にとまる。

議議室が隣 b にゐることは一層具合

が良し、。この講義室は芸術科以外の学

生が使うものTごが、 比所に来る学生は

必十展示作品を見て通るからである。
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展示場一一展示板は 4' x  4' 又 は

ダ x 8' の中 空ベニ ヤ 板 。 枠 は 7 I  

ノレミニウム。枠の端についたポター

2・
: / { e アルミニウム丸位の孔にはめ

込む。中 心の柱{ e 紬にして自由に

回転出来る。

南面一一建物は丘の上に入口がめる。
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2 階 平面図

3. 倉 庫 13. 彫刻室 14. デザイゾ室 15 工作室 16. 機械室



外 量産 2 階窓台まで北及び東側1) 石強〈 白

丁場〉南ｾぴ西側人造石洗出重量 、 Ｒ 階窓

台以上全面新ク リーム 色 2 了 掛 F イル 張

日分i横目地

内 装〈床 〉

地、1、2、3 階工場、事務室など モル タ

ル仕上げo 4、 5、 6 階クラブ関係室等ブ

ロ戸リ ゾグE長及びフ ローリ ゾグブ ロッグ

E長。 1、 4、5、 6 階エレ ベ ーターホール

及 び 1 階入ロホ ールテラゾ ー主主真織目 地

入 b。四階厨房 モザイ クF イル!lll

外 観 策 面

日本経済新聞社大阪支社

殴計・施工 株 式 会 社 戸 閏 組

位 置 大 阪 市 東 区 今 橋 1 丁目 15呑 地

敷 地 面 積 4 19 坪 4 1

延建坪 Ｑ ， ｾｾ Ｘ 坪 Ｘ 合〈地下 Ｑ 階 、 池上 Ｖ 階〉

〔建坪内訳〕

地階 ｾＲＱ 坪 ＱＱ

1 階 2 00坪 G9

2 階 200坪 [; 9

中 2 階 74坪 5

3 階 200坪 59

4 階 163坪 76

5 階 144:f;T 82

6  ｾ皆 Ｖ ＱＺ坪 ＰＹ

屋 階 24坪 80

軒 高 東側〈東横堀 )I[ 側 ) 83尺 5 寸

同 最高部く除決竿) 9G尺 5 寸

西側1) 47尺 5 寸

機 澄 鉄筋 コγ ク リ戸ト 仁一部鉄骨造コ

4 階 廊 下. よ リ 娯 禦 室 を 望 む



Ｖ ｾ 皆ギ ャラリーよリ ス テーヂを見る

ず 昌三副ヱ

ー驚綴義務緩急

パ 議機種選意義

マγ'1111111 建議議

l ___.J liJII## 機器層

5 階 卒 面 図

室

。 階 卒 面 図

話談



パ ー ル ー ム

置量 倫

〈暖房〕 昭和鉄工所製 S - i:i 13型 蒸 汽縦

1 基、御法川工場製自動石炭燃焼器付

〈冷房 ) 屋上 機械室に三菱化工機製1GJ，号

カメチ ール クロライド冷凍機 2 基、 主主

気 f先機器B 型 1 基、エロ 7 イゾ型空気

冷却器12個、 空気減過器 181閥、 2 段 タ

ー ピゾポ γ フ. 1 基

〔消火設備〕 各階ニ C ・E ・C 式半自動室

内消火栓 〈口 径 1 吋半) 13カ所、 屋 外

2  nt 半 2 口、 サイ ヤ ミーズコネタシヨ

: / 1 ケ所設備し各消火栓格納函の位佼

に押釦ス ウイツチ式消火ポゾプ自動運

転裟置を設備す。消火ポゾプ口径 3 吋

4 段 ダ ー ピゾポゾフ・1[台

〔昇降 機〕 東 洋 オ ーチス ・エ レベ ーター

株 式 会 社製 古流 U ・M ' V 式自動7Jc平

精密渚床装置付客用 2 台

談 話 室 の 一 隅

4 階 平 面 図

J ( ‘ 圃



鮫 計 芦屋市建設部建築課

施 工 主体工事 JA島 建 設 株 式 会 社

給 水 i 衛 生 設 備 神 野 商 会

芦 屋 市 宮 川 小 学 校

電 気 設 備 阪神電軽量株式会社

家 具 阪 急、室 内装飾株式会社

位 置 芦 屋 市 打 出 浜 町

。ー 〕 ②

τぺ
，

内

刈

υ

} .  

工 事 概‘ 要 構 造 校 舎 鉄 筋 コ γ ク リ戸ト 造 仕 上 外 壁 色 モル ?t ; l- 塗掻・落 し 仕 上

腰 人 造 石 洗 出 し 内 部 校 舎 床 治 。 フ ロ F リン〆張 腰 教 室 ベ ニ ヤ 貼 ペ Y キ塗

廊 下 モルタ ル ベ ゾ キ 塗 壁 プラス ター塗



三洋電機株式会社
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位 置守口 Ｑｴ ￮ 京阪本通ｾ ｾ丁 目 ＳＸ

施 工 株 式 会 社 中 道 組

建物面積 1 階 248坪 2 階

股 計 デ ザ イ ゾ 中 野 順 次 郎 株 式 会 社 中 道 組

電 気 工 事 近畿電気株式会社 給 排 水工 事 保荻工業株式会社

243坪 屋階 7. G;14 延 498. G坪

事 務 所 裏 側
二 階 営 業 室



工 事 概 要

鉄筋コゾタリ ート 造 2 階主主

外部仕上

人造石洗出玄関腰文化石張

内部仕上

玄関床人造石luHI :j s要テラゾ 戸

民nご床、腰、人造石初f / . H

事 務室床 リグノイド腰人造羽F/:l:I棒、

天 井 7. ラスタ 戸

重役室及応接床ゴムタイル腰 ベ ニヤ

及E量級張、天井プラス 3t -

卒 iii 図説明

1 広 間 15. 物 入

2 営 業 部 16 計 画 課

3 応 援 室 技 術 課

4. 宣 伝 部 室 17. 資 材 課

5 総 務 部 室 18. 重 役 室

6. 守 衛 室 19.  fril i  下

7 物 入 !!o.  I火 抜

8. 配 電 室 !!1. 会 議 室

9. 湯 沸 場 22. 社 長 室

10. 電話交換室 !!3. 社長応接室

11. 戸 直 室 25. 予 備 室

12. 書 類 倉 2G 食 !主

13 更 衣 室 27 洗 面 所

@  

」一一之一___!o"
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地 2 階
地 1 階

建築計画の内容並に要求篠項

( 1 ) 大講堂関係諸室

大 護主 £以ε，ー 1  座席千内外 遊 歩 kl f， 適宜 なるペ〈広くとること

控 室 3  適 定 事 務 室 1  適 宜

其の他必要な附属室を設ける こと

( 2 )  事業関係諸室

館 長 室 ヨ 伝 来 賓 室 1  約 30平方米 事 差益 室 7  各 約30平方米

/1、 集 会 室 4  3 0 名 程 度 応 接 室 約 20平方米

事 務 員 宿 直 室 1  約 15平方米 従業員食堂策会議室 1  約 15平方米

給 仕
室 1  約 10平方米

3  ｾ皆
4 階



面

T  

断

ら、 6 階

西寛E

階

/.  

/  

其の他の言者室

可及的多〈

とること

51入室1

宿泊室2入室j 約 20

f学生等の1 < > 各牧容人員

宿 泊 室 団 体 用 ; 】 3 0 名 程 度

宿泊室関係事務室 1 適 宜

以上の諸室は地上階に設げること

食 堂 1 約2 ω 平方米

食堂附属室 適 宜

貸 ガ レ 戸 ジ 1  約 l u台牧容

諸 機 関 室 適 宜 適 宜

諸機関室附属室

電 気 窒

貸 倉 庫

浴 室

守 衛 室 1  

・倉 庫 適 宜

仁4 コ 補足事項

以上の他、玄関・広間・ 廊下・階

段・昇降機室・洗面所・便所其の

他必要な諸室及び設備をすること

宜

宜

宜

宜

宜

宜

笠

適

適

適

適

適

適

適

1  

適 宜

1  

( 3コ

貸事務室



南 北 断 面

8 階

入 選 者 氏 名

1 等 小 坂 秀 雄

2 等 ;11:曹 関 一 雄

住 所

東京都杉並区永福 町!! 63

横 浜官級見区鶴見町 101!!

3 等

佐 藤 栄

須 田義三 郎

佐 藤 武 夫

設 計研 究室

東京都中央区銀座商4の3

教 文 館別館 :307号

佳 作 大 江 宏

吉 岡 右 令

海 宝 昭 次

綴 島 久 子

倉 森 武 雄

東京都千代 同区利咽 鍛 冶

町 2の1、大江宏研究室

山口県光市光井緑 ケ丘29

東京都千代間区丸の 内 3

篠 原 三 郎 の1::?、仲 3 号の 1 問中易

夫建築事務所

望 見 秀 敏 I! I! 

問 中 iDl9. 東京都品川区大井寺下町

1580  

崎 谷11、三郎 I! ff 

大沢三) o ! !i I! 練 馬区新:馬南町2の3771

台 ;11 清 U 世田谷区染沢町4の116

窯回主主男 H 目黒区中根田IJ l 79 長 弁 方

図 中 清 雄 東 京 都 大 同 区 岡 闘 関 布

2の809

小 崎 嘉 明 H  杉並区南 円寺 1の2

竹 崎 文 ニ グ 中野区上 高図1の24(}

f吉岡陽一郎 H  北区岡端町'362

梶 JfI 一 夫 神 奈川県中郡大 野町入幡

450  

春 山 新 三 福 島 市花 園田H 5の4

東京都杉並区東図町 2 の

平 岡 正 夫

176 

吉岡安太郎 ゐ喜 多 側 多 摩 村 連 光 寺

グ中央区銀座7の5

渡 辺 洋 治 ニュ ーギゾザ音声ーピル

? < . . 米建築事務所内

屋 階



デ ザ イ ン 随 想

① デザイン及びデザイナーの第重

良い建築c 出来るための第ーの要件は良いデザイナ 戸

良いデザイゾの存在でなければならなし、。

こんなことは判りきったことなのだが、案外一般には

半Hっていない。

従って建築のデザイゾt r . どというものは関係者以外に

は全く問題にされていたいし、デザイナーなどというも

のも全く縁の下の力持的存在で‘ しかない。

こんな状慾では良い建築は出来っこないと思号。デザ

ィγ なりデザイナ - t L りカ吋士会的に充分に尊重される状

態が速〈到来したければならない。

現状では、殆んどのデザイナ戸がサラリ 戸・ デザイナ

ーでるって、独立の自由職業としては成立ちにくい。

純粋に忍諜のデザイゾを売るだけで食ってゆけるのは

余程の人でないと無理であるし、叉余程の人でも現実に

はなかなか困難だと恩号。

医者には当然診察桝を払うべきことを知っている人で

も、延諜家に設計料を払うのは当然でもたさそうに恩ろ

人が多L 、。

社会一般がデザイゾの必裂を感じ、それを尊重し、そ

の価値を認 IVるということにならないとデザイナ戸の自

立は難かしい。

これは建築ばかりで注〈、一般の工芸品や工業品のデ

ザイ Y で' も同じことで、細々とでも独立してゆけるのは

一部の繊維製品のデザイナ 戸か、商業美術関係の一部く

らいのもので、その他の工芸品、工業品の分野には独立

のデザイナ 戸は全くたいといってよい。

これはそういう方面のデザィ γ を専門にやっていると

いうこ とでは生活が保証されないからだ。

自然そういう方面のデザイゾは、まるで専門外の人の

アルバイト・デザィ γ なのである。

これでは良いデザィ γ 、従って良い製品は出来そうた

筈がない。

政近の欧米ではィ γ ダストリアル・デザィ γ 〈工業意

匠コの問題か租めて震安祝されていること我々の想像以

上で、一切の工業製品のデザイゾに専門のデザイナ戸が

関与することは慌識でるる。

その専門も甚しく分化 されていて、放維製品のデザイ

ンにしても、人絹もの専門のデザイナ F とか木綿もの専

門のデザイナーとかいうようなものがあり、又それだけ

で充分職業として成立つというのだからうらやましい。

英国の有名な C. I. D  仁工業主主匠会議〉の組織は甚だ

強力な規模の大きいもので、デザイゾの研究、向上、保
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設など甚だ広範囲の機構をもって犬活動をやっている。

かようにデザイ Y は国家治句な政策にまでとりあげられ

ていること を思うと、日本の現状は甚だなさけないこと

だ。

此間パ キス !l' ./ で聞かれた国際博民会で 日本の各出品

物がデザ ィγ の貧困によって甚しい融簡を暴露して非常

な不評を買ったということだが、当事者は勿論、我々日

本人にとっても甚だI氏、かしい経験だったといえようカえ

叉これがーづの京I j 哉とえE り、反省の機会とならんことを

我 は々望みたし、。

大阪府が最近、弘程Tj : 諮問機関として大阪府工芸擬興委

員会を設け、更に近々民間団体として大阪府工芸協会の

結成をも〈ろんでいる。

これには、 ｦｪｾ へぱデザィ ν ・セ ＧＮＯＡｬＭ というような ｃ

I D機構の一部もとり入れられる筈で、兎に角これによ

って各方面の優秀注デザイナ ーもあらわれ、優秀なデザ

イゾも保護され、デザイシ lこ対する一般の関心も高b ら

れ、ひいてはデサィ γ 、デザイナ ーに対する尊重の風も

喚起 されるということになれば誠に喜ばしい。

① ヲト箇のデザインの模倣について

日本ほ ど外国文化、殊に欧米文化の模倣 の激しい国! " i :

世界中どこにもなさそうだ。

アメリカの好みは大西洋を渡ってヨーロツパにゆ〈よ

りも 、主主かに容易に太平洋を渡って日本に来る。

ヨーロツパの好みも同様にアメリカに渡るよりも透か

に容易に日本に渡って来る。

それほど日本人の外国文化に対する無批判な食慾は旺

盛驚〈ばかりだ。

アメリカのデサ. イ Y 、フラ y スのデサイゾ、イギリス

のデザイゾ総て日本に氾苦ししている。

街を歩くと最近のらちらのデザイ Y そのままのショー

ウイ γ ド戸がらったり、目隠描の文織の女があったりする

同様に最近のアメリカの建築維誌で見た特呉な庇たど

そのまま、ちゃんとくつつけられている建物にぶつかつ

て、聞くらうことがある。

それも全体的に調和して用いられてでもいればまだし

も、如何にも唐突に取付けられているので全くびっくり

する。

一寸面白く人目をひく→国の庇一一そんなものを外国

雑誌の写真で発見すると、何の駁瀦もなく早速借用に及

"  .ゐョー。

こうしたことは概して若い忍壊家の仕業だとは思うが

困ったこと である。



というのは今我々はデザイゾなりデザイナ ーなりの噂

' R J : を社会に要求しようとしているのに楽屋裏の仲間のデ

ザイナ ーがみづからこれを打渡しにかかっているよろな

ものだからでｾる。

他人 のデサ・イゾを無断併用に及ぶことはそのデザイナ

ー に対する冒髄であり佼 Ｎ ｾでるる。

務作権や意! 亙権というよろな法手l!if:J な権利ヵ''!i{ii 立して

いる錫合¥' 1 勿論、そうでたくても、道義的によろしくな

い。自分のデザイ Y を すE させるということは他人のデ

サ Ｎ イゾをＫｾＱｬｴすることに他ならない。

もっとも我々も若い頃 トラあさりに受身をやつした

ものであり 、今の若い人 々にしても、向上進歩を願うな

らば、是非偉大丈Eデザイナーの優秀な作品に数多く接

し、味はい、 自分の技術の線路に役立たしめねばなるま

し、。

しかし トラあさりの目的は決して単たる外形の猿まね

的模倣にあってはなら泣い。

人 の気のつかないトラを探し出して、これを模倣して

筏倣の先E更を自慢しているようではデザイゾの尊厳も何

もあったものではなし、。

一体、 デザイゾ¥' 1 形を持って初めて第三者の認め得る

デザインたり得るのだが、デザイ Y のデザイ Y たる所以

はデザイシ以前のもの、デザイ Y の2主礎となるもの、即

ちアイデイア とかセンスとかいろものにその本質をもっ

ている。

b 断 り

権威ｾる 批 評はその対象の価値を定め 、一 般 人 の判断

を指Ｎｾし 、 ひいてはその対象の 悦 界の進技去を促すから 批

評は活畿なのがよし、。

しかし今日のところE擁 には批評はない。もっとも特

殊な幼合即 ち懸賞・募集図案の審査批評など建築 関係雑誌

には散見するが、一般的な出版物には見られない。

これは建築のデザイゾなどというものが上記の絵画乃

至映闘などのよろに一般社会人 の関心の中に入ってL イr

自然ジャーナリズムもとりあげないからであろう。

建築は公共的性絡を結びたものは勿論、たとへ例人的

なもので2うっても 、当然社会的意義は附随する。

従ってそのデザィ γ¥' 1 デザイナ ーの一人よがりや、独

断的なものでは困る。権威ある批評に堪えられるもので

な ｩ ナ ｾｌ ばなるまし、。

優秀なデサ. ィ γ が顕揚されずに埋れ、劣怒なデザィ γ

が制裁を受け子にのさばっている状怒カ樹氏聞はデザ イ

ゾの進歩は望めない。

工業意匠などではこれが甚しいのではあるま しゅ、 良

いデザィ γ の製品が反って醜悪なデザィ γ の製品によっ

て駆遂される例は少な〈ない。

ここに強力な批評があって、デザイY の具否を判定し

一般利用者の家を啓き 、共感を得られれば自ら良デザイ

ゾ製品の克行1' 1埼加 し、メーカ戸も喜んでよ り具きデザ

イシ製品の生産へ努力することになろう。

iミき デザイユ/ を得ること、兵きデザイナ 戸のあらわれ

ること、一般 人がデザイ

γ の良否を正しく判断 し

優秀なデザイナ ーとは

先づ第一に威る独創的な

アイデイア 、E互いは或る

斬 新なセ γ スを発見し、

第二にこれを如何なる形

をもって挺足すべきかと

いうその形を発見するこ

とに優れた頭脳と技巧 と

を有する人 なのである。

本号所載の石川氏の稿は谷口 f古I武氏が、大林氏、. 尾崎

氏、竹腰氏、安井氏、渡辺氏の稿はすべて私が御自にか

かっで伺話ぞ伺ｾ Ｇ， t中図編集員が筆記したものを私が編

集したものである。

得ること、デザイ :/lkび

デザイナーが社会的に正

しく啓三宣されること、な

ど総て正しく力強いテ・ザ

ィγ 批評が活波に行われ

ることによってその道 ;o;;

聞かれてゆくかと恩号。

ここでは 「形」は従で

あって、主たるものは「

記者は素人でメ モ程度より饗き取れなかったの で私

が勝手に文章に綴った。然 し私の不敏のために充分に御

意志を表現する ことができて炉、 その為に ひ どい棋を犯 し

て居るかも知れなし、。その上御本人の校闘を得る暇がな

かったので、 その点の責任は私にある。( 白石博三〉

@ 建築と絵画、彫刻

この頃建築に壁画やレ

リ戸ブな どの使われたも心」でるる。従って我々

がトラらざりに浮身をやっして技術練胞に資すると L 、ろ

4 の芯味l士、この「形」と「心j 並びにその「関述j を

見抜くことでなければならない。

この筋道が巡った時? と我々は重大なヒ γ トを得たこと

になり 、 自分自身のデザイ Y の手掛りを得る。

兎に角デザイゾなりデザイナ戸なりの価値はその創作

性にあるのだから模倣排除は当然であろ号。

① 建築の批評について

絵画、彫刻、文学、音楽、演劇、映闘などそれそ・れ専

門の批評家の批評というものがあり、新聞長崎; などに公

表される。

のが見えて来た。

こういうことは勿論戦前にもらって京都の朝日会館な

どその最たるもので、 200坪近くの外苛底面全部に壁画

をやったのだから相当思いきった仕事でらって、アメリ

カの雑誌やスベイ Y の新聞にさへ矧介されたくらいセユ〆

セ戸シヨナルなことだった。

もっとも最初の集はあらした純粋な壁画でなしに、ジ

ヤ戸ナリ ズムの殿堂らしく雄大な、しかも萄荷的な絵画、

を主体とする広告ポスタ ーを描き上げる筈だったカL、広

告取締規則にひっかかって突現絶望になって、急に広告

的意味のたい墜凶に変更したのだ。
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兎に角建築に絵画や彫刻の取入れられたことは、苦か

ららるのだし別に不思議 もないのだカえ近代の潔癖な建

築 論t' I 葱諜の中に絵画や彫刻の入って来るのが何か余計

なもの、又は建築の純粋性を似すもののように思ったた

b か積極的に取入れられたかったに過ぎないと思う。

しかし建築はそんなに絵凶や彫刻をけぎ弘、する必要

もない。 そうかといって何も無闇に取入れたがるのもど

うかと思う。

要は絵画でも彫刻でも 一つの建築材桝だと思へばよい

のではあるまいか。

絵画といろ材籾を使うこ とが自分のデザイY の意図か

ら最も適当なら使うのもよいし、必要がなければ使わな

〈てもよい。

寸度椅子の張裂にしろ、窓のカ戸テゾ にしろ、無地が

よければ無地を、柄物がよければ柄物を、といった程度

に考へてよいと思う。

全く墜に捕かれた絵画はそれとして見れば絵画でるる

が、建築と一体的に見る時には、絵詮H' I 単なる建築のー

部で、建築の他の部分と協同して調和的効果を出す役目

を負うもので、絵闘の独立的な意味は失われる。

壁画だけが他を無視してその独立性を主張されると結

局建築と共存すべき壁画の意味1' 1 失われ、自己主張は反

って自己織牲になってしまう。

こんなわけで、建築に絵画や彫刻を取入れるデザィ γ

の成功にほかたり図難がある。

第ーに画家や彫刻家はどうしても自分の作品を見せよ

うとする。

全体の調和などという .ことは殆んど問題にせず、ひた

すら自分の制作圏内のみで仕事をすることに危って、全

体的には甚だぷｾ援しになることがある。

p ; に建築家の意図を理解し、全体的にその建築デザイ

Y を抱んでその中に自分の作品を調和さぜることの出来

るf符奈は極b て少ないのではないかと思う。

第二には建築家自身の態度で、先づ絵画や彫刻をつけ

ることが果してデサ・イ Y 上必要であるかどろか吟味しな

・ければなるまし、。

単に興味や他の不純な理由でつけるのでは困る。又つ

けることになれば、全体のデザイ Y 上絵図、彫刻のもつ

べき図柄や形も建築家自身基本的なデザィ γ はしなけれ

ばならず、更に絵画、彫刻のf告書更に対しても全体の統一

的デザィ γ を理解せしめ、同時に指滋、監容を怠つては

なるまい。これも建築家にとって容易なことではない。

しかしこの困難を克服 して成功すれば一種特別の感覚

が出せて面i白いものになろう。

① 建築主の理解について

建築のデザィ γ は建築のデザイナーの思ろ通りにやれ

そうで、現実にはなかなかゃれない。

その一つは建築費から制限される場合もあろろし、そ

の他か ら制限されることもあろう。

勿論建築費の多寡なデザイY の良否を決めるわけでも

ないが、今日のよろに建築費が高騰して来ると一寸した

建築でも非常に多額になるので、勢、予算はきりつb ら

れて、甚しく窮屈になってデザイゾにも彰響して来るこ

ともあろう。しかし最も大きな問題は建築主の理解の右

無だと思う。

建築主:士一般に素人なのだが、その 中には素人 とは錐

も多くの建築の経験から玄人の域に入っているような人

もあり、若諺延などとい号ものはまるで知 らないずぷの素

人があり 、その 中間の色々な段階の入 荷がある。

玄人はだしの建築主にしても色々怠って、自分は自分

なりの意見t' I 出しても、建築家のデザイゾは飽〈まで尊

重してゆくという風の人があり 、なまじっか少々知って

いるだけに「ああでもないJ i こうでもなしづと建築家

のデザィ γ を圧迫しつづける人がおり 、ずぶの素人の中

にも他人の色々な意見に迷わされて次々に相矛盾するよ

うな注文を出して建築家を困らせるようなのがあり、そ

うかと恩ろとまるで投やりでまかせっきりといろような

のもある。

いづれにしろ、延諜家にとってはデザイ γ 以外のつま

らない理由で苦し b られたりせ寸とに、 十分に仕事が出来

る状態に置いて貰へて、叉必要があれば意見も示し、協

力もして白へる人が有難い。

建築主が素人なら素人 tr. り}こ、デサイナ 戸を理解し、

デザィ γ を迎解して呉れれば、デザイナ戸の力量にもよ

ることだカえ良いデザイゾが出来なければならない筈で

ｾる。

もしここに良い建築が出来たとすれば、兵きデザイナ

戸、 良き施工者が先づ考へられlまするが同時に良き建築

主をも忘れではなるまいと思う。実際有能なデザイナ ー

のもので建築主の無理解によって惜しくも傷つけられて

しまったものもある。

工業意;廷でもメ ーカー のデザィ γ }こ対する理解が十分

であれば必ずやl主きデザイゾが坂上げられ惑いデザイン

は棄てられるに遣いない。~筆者 ・竹中工務庖技姉長〉

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 Y ノ Y ユ ー ム 糊 y ノ Y ユー ム ・ワックス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本社・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪事務所 大 阪 麓区 諜 五F37Fピル 販 制 東京瀧央鶏明日564 和ピル
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建 設 業 を 語 る

白 石 最近鉄鋼の使用量な どに関する建築制限が行わ

れ る様になりましたカ人それについての御話から始 必て

頂けませんで しょうか。

大林 業者の立場から云へば、制限はない方が窪まし

いことは云う迄もt ; ，りませんがー・ー- 。

白石 なぜやるか、ま たどれだけの効果があるかの見

通しははっきりして居るのでしょうか。

大 綜 先 日安本長官が大阪へ来られての話では、 日本

経済がアメリカの媛助を受けて居る状況では、その援助

を不急不要の消費に使用することはできない。少しでも

日本の外貨臨得高を治すた占うには直接輸出に関係する生

産簡に充当せねばたらぬと云ろことでした。アメ リカ で

は既に前から国防生産法に基いて軍需￭ｬＹ ｊｾ 局と云った様

な所で、民需をあまり圧迫しないでコゾト ロ戸 ルし軍需

生産を噌大する政策を実行して居ます。 昨平10月初占うに

は鋼材その 他 金属類の 使用 ｩｾｾ ｾｬ えをしています。今年の Ｑ

月頃にはホテル ・キヤパレ 戸・ 劇場などの規模を制限し

何坪以上は当分建てさ さないと云 う法律が公布されたこ

とを新聞で見ましTこ。日本に居るスキャップとしてもア

メリカ本国がそうして厨るのに日本は放任して置くこと

はできないで しょう。

白石 実際にどれだけの鋼材が日本で生産されその内

の何パーセ γ トが建築に使用されて庶るのか、建築に使

用する鋼材が殆どそのまま他の生産に向け変えられるの

か。その辺が例によって政府の発表が頗りない気 がしま

す。敗戦直後待合、問料湿屋、〆ゾスホ戸ノレなどは建た

ない筈であるのにどんどん新築 されて結局一帯制限の負

担をし士のは庶民でし た。それと同じ様に今度も建てる

まをカのある者は結局建てて、庶民の鉄筋アパ ート 等が結

局建でなくな るのではないでしょうか。

大 称 法 体の適用の範囲が問題ですね。日本人は元来

政治 と云うのは上の者がやることで自分がやることだと

思っていt r . い。だから政府は取締ろうと考え人民 I" I 網を

くぐろろと考える。アメリカでは法下容は社会の孝福の為

に自分Z撃が作るので、つまりは自分の幸福の為である。

だから 一時手 ｦ ｾ 活の不便を我慢してもそれが結局自分の

生活を守 ることだと云う気持で協力する。だから代議士

切に何万通も色々た人から手紙を受取り、それに返事

を出すのに説者が何人かかかって居る。日本ではそんた

に多くの手紙を受取る代議士は研ど居ないのじゃないで

『主 うか。

白石 それで 日本に於ける今回の廷諜制限の具体的多

大 芳郎( 談)林

質問編集 白 石 博 三

轡はどろ云う結果になりましょうか。

大綜 ピＩｾデイ ｙ グ工事などはストツフ・になる。それ

だけが工場の建築などに振り向けられると云うことを期

待 したい釈です。然しそろ衛単に行〈かは疑問です。工

場にしても需夏供給のパラシスで新築されるのですから

例えば繊維関係でも先頃の暴務と金づまりで漸くこれか

ら増設の気速に向って居た出! i を叩かれた形です。どう

しても増設新設は先へずらさざるを得なし、。従って沖 縄

工事などが大きな比率を占める様になって行くでし ょう

白石 主主設工事に対する融資の問題ですが、市中銀行

による金融I" I 困難でこれ以上期待できない。 大蔵大臣も

金融引締めを唱える。 一万四総裁は渡米中にトルコ風呂

が建ったと云号ので建築工事に対する金融には特別目を

光ら して居るとか云う。金融の問題について一つ…・・。

大桃 金融問題は突に骨身にこたえて居ます。勿論こ

れは産業界全般で、繊維関係でも今年春以来は現金がな

くて手形時代です。われわれとしては大いに努力 して も

イ中 々うま〈行かない。余程確実な工事でなければ工事資

金も貸して貰えない。まして平素の運転資金などはらる

粋を超えることは先 づ不可能と云っていい。そこで私は

思うのですが、何とかしてアメ リカの様な建設工事に対

する保証制度を突施したいと思うのです。これは工事契

約の時に建設業者が損害保険会社に対してその工事が途

中で康行出来なくなった場合にそれによって生ずる損害

を施主に対して補償する様な保険をかけて、その証書を

施主に渡すので寸。 保険糾は直接には業者カ斗五 うのです

が。この制度はその損失を補償しますから施主も安心で

あるし 、ま丈ぎ巨閣 に 投 げ 出す 様 な業 者は 保 ｾ会社 が相手

にしませんから自然に呉国目な業者が残る様になる。尤

もこの保証制度は先づ官公庁の様な一般公入札又はそれ

に近い工事に対しで法律で定b てやることにし ないと 仲

実々現は六ケ放し、。

白石 その保険制度を設けるとしても、結局金融資本

の力によらねばならない。金融資本に対する建設業者の

信用を増すことがやはり必要ですね。

大 綜 勿諭そうです。そこに業者に対する関係者の信

用とい 判中々デ リケ 戸 トな問題がおこって来ます。 街ア

メリカでは国連ピルが一つの工事で最近に保証したもの

としては最大です。〆ム工事などは危険が大きいから保

険料は相当高いものでせう。

白石 話題が変りますが、建設業の立場から設計者に

対する希望について… - 。
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大 総 完全な図面仕様書を作って頂きたいと云うこと

です。勿論現場説明でも補足されますが、完全な図面仕

殺害に よれば見積りも完全なものができます。それと予

算を設計の際に充分考慮に入れて置いて頂き度いことで

す。本当に必要な費用は公平に見積って置いて頂きたい

私共としては実際に一々の材斜 と手聞を;].*911 ] に見積らせ

る。それでも時期がずれて材斜のコストな どが予想以上

に上るので閤るのですカえその様な場合にも設計を勝手

に変更することは道義上許されない。充分施主J 二納得し

て頂かねばならt . l : 1 . 、。実質的予算と云うことが必要な訳

ですが、 これに対して建築家も建設業者も協力 して良い

建物を作る必要がある と思います。

白 石 建 設業者の設計、所謂設計施工が大阪ではがな

り感です泊三、それについて街湾えは如何ですか。

大 綜 私 の会社にも設計笥lがあります治久本来は建設

業者1' 1 与えられた設計に従って. 忠実に施工すると云うこ

とに専心没頭すべきものだと患います。設計と施工と云

号ことは立場が違号ので‘すから、私個人の考えから申し

ますと将来は当然分離すべきものだと思います。そうな

っても施工のみで立派にやって行けなければ注らないと

思ろのです。

白 石 先程沖縄工事の話が一寸出ましたが、先頃迄は

業者があまり気乗りしない様に聞いて居ましたが、も少

し詳しく御願いできませんか。

大綜。再び沖縄工事が大きな意味を持つ厳になると思

近 頃 考 え る こ と

うのです。つまり内地工事が減少し、いきおい沖縄工事

をやる様になる。例えば紋績関係なども 一応工事はすん

でしまっ式こ。それに今迄の様に沖縄工事が損をして帰る

有様では、お互に気乗し なかった。勿論不当に高率の利

潤を得ることは許されないのは当然ですが、然しそ ろ云

号事も改善せられつつありま すからこれからは、やれ

ると思います。また例えば今迄¥' I ? レ 戸ム にしても最後

はワシ γ トγ に訴えねlまならない。そうなるとアメリカ

の弁護士を頼まねばならない。それではできないも同様

なものですね。それがー定の金額以下のものは東京で解

決できる様になった。それでもかなりやり易くなったので

す。

白石 アメリカの註女工事の時には、日本人がピスネ

グライタでなトと云う i認がありますが。例えば設計変更

でもちゃんと責任者のサイ Y を貰って置かなし、。それが

元で後で紛争が起る。

大林 そうなんです。必ず書類にして先方のサィ γ を

貰うとかして置かねばならたし、。その点日本人の習慣で

後から何とかして呉れるだろうと d思って居てもそうは行

かない。また理論的1' 1 正しいことは主張しなければいけ

ないですね。

白石 それではこの辺で・… -。

大 称 施工法震は工事の機械化のことを話したかった

のですが、今日 i主将聞がないのでまた他日御話しましょ

う。( 談話者・大林組社長〉

尾 崎 グL 助( 談)

ピニロ Y の風百敷やテ戸フツレ掛けにレースの模様がつ ロ戸マ の造型美術となった。

いている。丁度銅製家具やエ レベーターのケ ージに木目 更にロマネス人プシヅグに移った。その時代毎に共

がプリジトしてある様なものである。 述したプシックなリ 、ルネツサ ゾスなりの中にあって各

ピニロ γ の特色を生かした錦町が考えらるべきだが、 固に立派な芸術が栄えた。それは必ずしも外国の模倣を

もとのレースの模様から脱却できないので怠る。何でも さけて独創lの苦労をするのでなければならぬとはいえぬ

全然今迄の手がかり無しに創り出すことは難しいカえな ことを示している様に恩われる。

るぺ〈早〈ピニロ Y 独特の意匠が考えられねばならない 鎖国を して居れば独特の文化が栄える。外国の模倣を

然しそれは急にはでをることでは注いだろ号。ギリシ した〈っても出来tr. いから自然独創的ならざるを得ない

ヤの石造建築にはそれ以前の木造建築のなごりが見られ 訳である。

るし、鉄筋コゾグリ ート 造に昔の石造ア戸チの形が知ら 例えば日;本では徳川文化などがその例である。然しそ

ず知らずの内に顔を出す。 れは独特のものでるっても非世界的な文化であると思う

この様な過渡的な状怒は早〈脱却せねばならぬのだが 非常に交通力の発透した今日ではその様な文化は存在

隆史が教える通り仲々急には行かぬ。結局時をかさねば しょうがない。

ならないのでｾろう。 世界が狭くなるた占うであるか弘国土風俗の特呉性は

私は時代の力の偉大性を感ずる。そこで私は日本人が フアグタ F としては小さくなった。日本文化も国際文化

むやみに所謂独創? とはやるのはどうかと云号問題を考え の推移にとけこむのは当然だと恩号。

て見度ぃ。 エヂプ トの文化が欧洲に影響してギ リシヤ、 日本人の蔀，f . j のうち陶磁器について見れば、古九谷は
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せいぜい数十年、柿右衛門は初イ℃以外は大したものを作

っていない様で: b る。

いわんや木ゴヰとや仁清l士会くその人の芸術である。織部

や志野も殆んど同様である。

備前や信楽 t"1個人的な技巧をもてあそぶ余地が少いせ

いで、却ってその土地に則 して比較的 永 く栄えている。

そこへゆくと 中国の陶磁器( " 1 規模が大きし、と思う。

官窯であるから作者の名前が判らぬのでらろうが、個

々の作者のカでなく 、 定実は定祭として、磁: 1' 1・l警察は磁升l

若葉として、mt のカでもなく完成されて来ている。

それは料配や仁消の作ったものよりも根強〈普通的で

大きな生命がらる。そこで私は個人的な独創も大切であ

るが、それ よりも普遍的な様式の偉大さと云うことを感

じるのでらる。

叉別な例だヵ:、昔は各国に大才、LRl i l . と云ろ金色サ γ ラゾ

としたのがｾつ ｔ こ。日本の大礼服など よ りむしろノ ｪ 、 国の

それの方が市白かったのではないかと思うが、それはそ

れとして今日では男の礼服( " 1 大蛇根尾IJ lil.やモーニ ゾグに

なったし、将来は又別な形のものになるだろ号。

何れにしてもこの礼服の変化を見ても、それは |止界的

共通機式として有在 し且時代と共に推移 して居るのでる

る。

今夏日本占来のものだとして羽織傍を持ち出すことは

勿論、日 本だけ泌捕のものをこれから作ることもできな

し、。

だ小ら弓ちの髭核1. の様 I.J:. ものをのせて日本的建築級式だ

などと秘しても、その存在は否定されるのである。 われ

われは世界的注視野に立つよ句 外ないと思号。

建 築 家 の 立 場 か ら

私は近頃こんな ζ とが気にかかつて仕方がなL 、。それ

は近頃の建築家が建築に場11れたと云わうか、どんた建物

でも至極簡単に引受けて気易く設計していることです。

然 しその建物の依頼者の側では、建築は非常な投資で

あって、云わば一生の大事である。

実業家カ Ｇ ｾ ｉ 務所 ・工 場を建てる際には、それが事業と

して一大失敗に終るかも 知れぬ覚』陪を決めての上であろ

うし、個人が住宅を建てるにも 一生懸命で‘ ある訳で・す。

中には心労のあまり健康を害する人 もある。後から方角

が惑かったなどと云う治仁実は心身の過労のために病気

になるのです。

建築家はその施主の心底をおもんばかつて、同じ〈充

分な覚悟を以て一生懸命に努力すべきです。 此 頃の若い

人の設計はどうもそうでなし、。そこまで痛烈な覚↑ 吾では

だからお、は日本の建築は卒直に戦後の外国の作風をも

っと真剣に研究して英の精神をとり入れたデイザィ γ }こ

したらよいと恩う。

それが世界的な傾向であるからだ。そ うしている内に

その 中には自然に力のある人によっておのずから独創的

な生命のあるものも作られるであろう カ人 そ うして多〈

の人 々によって永い聞に沢山の作品が作られ て、それを

後世から見ればそこに 1 つのスタイル〈スタイルと云っ

ても今までは広い意味になろうが〉が認められる級にな

る。それが自然だと思号。

ただここに模倣に対する警し占うがあることを注意した

い。その 1 つは個人の作風の模倣と云うことだ。ライト

の帝国ホ テルを模倣 している間に、 ライト はもっと先へ

進んでいる L 、コルピユ ジエをまねていれ1ま彼は既に新

らしい境地に達して居ることに気がついて厨ねばならな

し、。

もう 1 つの警しめの例( " 1、 ライト治改議石を肢に使っ

たのを模倣 した人の失敗で‘ ある。

大谷石( " 1 実用的には、階段や通路の床に使えば磨滅す

るし、女のハイヒ ールがはさまったりする。

同じ様に震災後 一 時ｾ ｬ こ使 われた日出石の 例が ある。

これは既に昔に試験済で使わなかった材糾な のである。

北向の日当りの惑い所では菌がついて黒< . . t r . り且風化

してく子れる。これは末1 f ! l Y : J な妓倣に対する警しめでる

る。

末中rI の模倣を事とせず清新な感覚に学ぶ所があってこ

そ個性の生命に輝 〈デザィγ が出来るのでるろ 号。

〈談話者、日建設計工務株式会 社 社長〉

竹 腰 健 造 ( 談 )

ない様に思われる。

施主の立場を 一向に考えぬ建築家がある様です。 例え

ば建築! [ f i v問題} こしても 、施主は無尽蕨に金をもってい

る様に思っている建築家がかなり為るのではなし、か。 施

主( " 1 百万円の金をもっていれば一千万円に使いたい。だ

から施主のもっている建築設の予算はぎりぎ り一杯どこ

ろか無辺をしているのです。それを考えねばならない。

話は全然変 りま すが、施主は自分に似た性絡の建築家

を選J 鴇 に見え る。酒の好きな人は酒の好きな建築家を

選び、生又ー面白な施主は生A 面目な設計者に依頼する。

だから建築家を見れば施主の性格カ明日 り叉その逆も呉の

織です。

それはそれとして、建築事務所の立場から見 ると、近

頃は建築家のエチイケットが務ちたと思います。建築事
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務所の経蛍そのものはそう難しいものでーはたい。然し施

主の信頼を得ると同時に建築家仲間でも尊敬される様に

することカ鳴しいが大切注ことです。建築事務所はそう

ｾりたい。だから「安くて早い ｊ ｴＮＮｴどと称して無責任な

設計図を濫造するのはどうかと恩号。

大体建事設計と云うものは個性的たものでーす。アメ リ

カでは経済の規槙が大きく建築の規模も大きいので建築

F 事務所の所員の数も多い。

また日本でも今日では昔の様に一人の建築家カZ構造計

算も設備もやると云うことはできない。夫身分担をして

や日立ばならぬ様に専門化して来ている。

然しそれらを統一するのはｾくまで一人の建築家であ

るべきで、私も若い頃ｾＢＱ建築事務所を大企業化しようと

考えて居たが、近頃はそう思わなくなった。弁護士や医

師と同じ様に、依頼者はその人を信じて信頼するので、

病気の時には代診でな〈先生自身に診察も手術もして貰

いたいのと同じだと思う。だから 1 つの建物の設計に当

って平面計画は誰がやって、立商計画は誰がやると云う

風に分担して最後までやれるものでーはない。

最後は 1 人のア F キテグトが隅々まで注意して統一せ

ねばならない。ア戸キテクト・コラポレイテイプとか云

って何人かの共同で設計しよろと云う方法があるそうだ

が、私は独J r . でやって行く力量のない人が止むを得ずそ

うしているのだと思号。

現在の建築設計戦は勿論安すぎます。だから本来細分

できない筈の設計の仕事を何人かの分業にしてしまって

あたかも工場の流れ作業の様にして設計の大量生産をや

る事務所がるる。

とても 1 人の建築家でそん仕に多くの設計右手統一する

ことはできないのだからそうなれば粗製濫造を免れな

い。それにつれて設計殺の相場が下 k 呉国目な設計事

務所が苦況に務ちいる。

大休日本では建築家の社会的 ｪｪｪｾ 位カ勾ミ当に低いのだが

そんなことをして益々自ら地位を低めているのです。

そもそも建築家程完成するに長い期間を喜きする職業は

少い。学校教育を終ってもすぐ設計をすると云うことは

できない。

外国では学校を出てから建築事務所へ勤めてそこで長

い間所長の薫陶をうけて相当の年配になってやっと一人

前になる。

そんな夙に建築家務所をアトリエの様にして若い人を

育てる余裕も近頃の日本の事務所では余りないし、若い

人 も生活に追われている。しかも下積の四在半住いでは.

立派なデザィ γ をする環境にいるとはいえまぜん。

ともか〈本当の建築設計と云ろことは否決程の広い知識

と経験が無ければできない。

私は近頃の若い人の設計を見ると危い気がする。日本

に適合しているかし、ないかも考えす. に直ぐ外国の模倣を

する。

文学でも同じですヵ: 、建築でもグロピウスが流行すれ

ばグロピウス、コルピユジエがはやればそのまねで、少し

も消化したEいで丸呑みをする。そうした浮わづいた気味

で居るとω才前頃迄に一度はひどい失敗をするので‘ す。

ｾる人 Ｑ ＢＱ媛房ボイラ 戸 のスらない建物を設計 しずこ。 文

; f ，る人は水洗便所にして浄化槽のことを忘れて失敗した

こんな大失敗は別としても、建築家がその建物が本当

にどう使われるかを知らない為に出来た建物が不便であ

ったりする例は多い。

建築は設計者の物でなく、実際はその建物を使用する

人の物であり、また社会の所有物なのですか弘建築の

設計を依頼された以・上は突に京大な資'任があると云うこ

とを痛感したければならなし、。

学校教育のことですが、新らしい教育制度は結構だと

思います。

建築家は広い教援が必要なのですから新制大学の教猿

課程は良いことだと思います。

然し日本の大学で{ " 1 本当に設計の指導をすることが未

だにできないのでは注いでしょうか。私の学生時代には

大学では設計はるまり教わらなかったが、今日でも同じ

ではないでしょう泊、

設計の教育と云うことは、寺小屋式個人教育で t. r けれ

ばできないことが多L 、。私が見tdJ ト国の学校Tきは教授の

下に歌手の人がいて、その人がまるで学生の友達の様に

なって手をとって学生の指導をしていまし式こ。

自分で鉛筆も引き色も塗って半分設計をやってくれる

それ程7 寧に学生の面倒を見ていまし丈= 。

それに日本の大学の建築設計の先生{ " 1 学者でるっても

建築家でない人が多い。それに官立の大学では先生が設

議鈎物切回 2229 の底
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計事務所を持つことが許されない。

だから優秀な腕であっても発揮できず、段々実際の設

計からR離れて、しまいには机上の学問に没頭してしまう。

外国では大学の先生が皆建築事務所をもって実際に設計

をやっている。それが本当だと思う。

日本でも私立ではそうしている。だからこのままで行

けば説明こ関しては恥立大学の卒業生の方がよし、と云う

ことになりはしないかと思います。

それに学校教育では充分建築の基本的な概念を縫って

ほしいと思います。基礎的な知識がなくて徒らに新規に

走ることはいけません。

イギリスの凶家オ戸ガスト・ジヨゾは40才にお: る主主デ

ツサゾばかりやって色は使わなかった。

絵画iでも犬切なのは基本教育のデツサゾです。宗達や

光琳の幽稿を見ても栖鳳のスケッチを見ても実に激密な

写実の労苦をかさねている。そう云う努力を望みたい。

設計と施工を分離すべきことは云う迄もらりません。

この問問については当然早くと云ろだけで最早論ずる必

要がわ、。

それよりも私は建築設計者が工事の監督に当ると云う

問題について考えが忘る。

それは今日では建築家が監督をすると云うことを一般

に怪しまないが、私はこれはやがて廃止すべきだ と思う

のです。

ヂエネラルコ Y トラク ｊｬｾ が工事を ｊ Ｘ Ｕ 負つ ｴ ＮＺＮｬ［ｻ上 Ｑ ＭＺＱＺ、

図面{ 土織書の通りに忠実に施工すべき義務があるのだか

弘下おなり殺人に対してはお負業者が充分責任を持っ

て監督すべきでｾる。

今日の日本の建設業について

封負の現場主任はその監督責任者であるべきです。勿

論それにはお負業者の道義心が確立する必要がるること

は云う迄もない。

現在では控室念乍らfJJ 負業者がもう一つ信用できないと

ころがるる。だから今日直ちに実行はできたし崎、も知れ

ないが、やがてはそうすべきだと思います。

z，5負業者が信用がされ緩いのは近年のことばかりでは

ない。ナポレオゾなどは訪負人を全く信用せず大鰯fいで

あった。工授はJ tI 負んの云う 半分支払えばよろしいと云

っている。

また或る時ナポレオ γ @皇后だったが首飾カ場; しくな

ったが、ナポレオ Y が買って呉れない。そこで内務大臣

に云ったら、内務大臣{ - : I : 病院建築のお負人に買わせたと

云う話がらる。首ーからそんな事をし t.: 。或はマジノ棋の

工事に関する茂吉話もｾる。

何れにしても古今東西を通じて持負の道義は確立され

て居なし、。今日ではお負主脳者の方は立派な方が多いが

下の方には未だに信用できない人がいる。それが全般的

に向上しなければならなし、。その代り施主の方でも請負

はい，< らでも値切れると云う気持は捨てねばならない。

何れに しても23負制度は合理化されねばいけない。や

はり 将来はコスト・プラス ・7 イー ・システムくち便宜報

酬加算〉にあるでしょう。

現在ではこのシステ ムでやっても、下請の出す読者書

が二通あって、 一つは本当の金額で一つは表向きの金額

でらったり、リ ベート〈割戻し〉の禽約があった りして

ややこしし、か弘やはりうまく行かないが、やがてはそ

うなるべきものでしょう。( 談話者、日本建築協会々長コ

大 林 芳良日

大林芳郎氏と編集委員長が対談を行った後この稿の御送附を受けた。対談当日話 し残されたことを?

別に御執筆頂ヤたので、併せて御続み願いた L、。 c編集部〉

いつのときでも建設業者の競争l士会びしい。

最近は特にそうである。このことは日本に限ったこと

ではないようだp アメリカの昨年度の建設業協会の定例

コた会の議事録を見 ると一昨年か胡乍年にかけてアメリカ

における建設業者の競争は非常に激甚となって、時には

自殺的入札が行われることもらりこのま L で推移するな

らffl障者が相当出るだろうとし、うことカ: 記されている。

しかしなんといってもその激さの程度が違ち様である。

アメリカでは幾ら競争といっても手1J : t . 査をふっとばしてま

で競争をするというような無茶はやらない践でるる。ま

づ 誰 が見ても妥当とおもわれる利潤とし、号ものは必ず見

込でおいてその上でしのぎを削るのである。従ってその

競争は施工方法の真剣な検討ということでその勝敗を左

右することが多くなって来るだろう。

後念ながら日本の場合はこうは行かなし、。大いに自粛

してお互の迷惑にならないように真剣にならねばならぬ

と考えてはいるのだが、いざとえE ると 7 度電車を待つ乗

客のようなものである。お互が自分だけのことを考えて

いたので、は何のために列をつくって並んでいたのか判ら

沿い。わっと抑かけてはたまったものでなし、。朝日はふま

れる、ボタ :/1- : 1 : 千切れる、不愉快な気持は残る。格闘の

ために出勤するまでにタ タクタに疲れてしまう。
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昨年建設業審議会で入札合理化の案が出来た。あ L い

うような案をつ〈るということ自体が果してその対策と

して妥当なもので忘るかどうか叉たとえ妥当な りとして

もそれで、はあの案が最良でるるかど、うか。これ等のこと

は一応さておいて建設省があの案を適当と考えるならば

光づ官庁工事にこれを実施することを考えるべきだとお

もう。官11 " の工事はその工事の財源が国民の税金によっ

てまかなわれるのであるからその予算も厳Z なも のでな

ければならずその工事を施工する者はー応能力のある者

であれば誰れでもこれをなすことが出来るチヤ γ スを掴

む権利が与えられなければならない。そしてしかもその

出来上った工事についていえば正しくその予算が使われ

且つその工事の出来ばえも立派なものでなくてはならな

い。官庁工事は彼様注性質のものであ るからあの合理化

祭によって正しい入本しが行われ工事の適正化を期待する

ことが出来るものであるなら光づ以って官庁工事の発注

に当ってこれを採用すべきでるろう。建設省は建設工事

の制度などについて主務官庁で忘るか明寺に他の官11"に

さきがけてこれを実施する勇気をもって欲 しし、。 併し私

傾人の考えを申げ るならば果してあの ような案がどれほ

ど効果があるか何ともょう云ぃ切らない。

私は最後1" 1 業者自身の自覚如何だと思う。 お互いのた

占うに自分を抑制ず ることが結局全体を改善向上 させる こ

とになるのだということを業者自身が気付くことが第一

だと思う。こ号いうことをしイとせまい日本にこれだけ

の人聞がし、て しかも建設業と いうものはごく僅かな人数

でやりようでは素人でもやれないことばない様な犠業な

のだからそれだけの建設業者を満足させるだけの工事量

はとても今の日本の経済力には期待出来ないのだから結

局犠給のバラヅスがとれたい聞はいつまでたっても競争

は緩和し泣いということがし、つも 一方での話になるのだ

71'0 

血の出るようなやり方で社事をものにしたからとて日

本全国の工事量が増すわけでもなし、。施工の責任に良心

的な業者にとっては この様な出血工事は施主にー方的な

サ、'l V ュ ・ ド ア ー ・ V ヤ ッ タ ー

鍍 金 製 品 ・ 自 動 車 々 体 ‘

部 品 ・ 車 輔 ・ 発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大阪事務所大阪市西区江戸堀上通二ノ五七

電 話 土 佐 堀 @2  1  8 8 番

本社及東京都荒川区ミ三河島ゴコ/ - G T ¥. O

東 京 工 場 電 話 下 谷 8 1  t) b- t l  1  !:> ｾ＠

中 川 工 場 東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 本 町 一O Q Q

電 話 本 田 190 ・196 ・1υ1tl

船 橋 工 場 千葉鯨船橋市海榊町二ノ三五O

電話船橋 ＵＰＹｾＵＱＱ
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内 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 二 ノ 三

所， 三菱新館内電話丸ノ内973・4501

サーピスを行うことであり万一良心のどこかが欠けてい

る業者があるとせば施主は実に迷惑千万叉その責任を問

がれればー業者のことにとまらず業界の信用にも影響すー

るというものである。これ等のことを業者は真剣に考え

ねばならぬとおもう。

アメリカで実施されている保証保険制度は無暴な入札

を排除すること。工事の完全な履行を保証することなど

の点から施主に対して建設工事に伴う各種危険、被害か

ら保護ずるものとして近時一般公入札には大いに活用さ

れて居り。単に施主の保護にとどまらずひいては施工業

者の信用の裏付ともなることになるというのでるるから

大いに注目されてよいとおもう。特に入札制度合虚化の

対策の一環として 日本では真剣にとり込げて検討さるべ

きでらるとおもろ。

戦後、建設工事の工期が馬鹿に短くなっ fこ。短くなっ

たといっても自然に短〈なったのではなくて施主からヨF

常に短い工期で工事の完成を夜求されることが多い。戦

前常識になって居った期間より主主! 三短いことを要求され

る。時代がすべてのことにスピ ーデイ 戸になった影響も

あるだろ号。施主の方の資金の都合などにも関係がらろ

う。原因はなんであれ一般世間がそろし、号ことになれば

吾々工事を引話ける方でも出来る限りのことを考え実行

してゆかねばならない。それが商売といろものでるり技

術でｾる。

今日の日本の建設工事の速度の水準を現在以上に高め

ることは大いに余地のあることと恩う。建築業者だけで

は不可能な点も少くないが建築業者だけで考えて見てそ

の施工方法たどでまだまだやることが山ほどあ る。その

中でも特に犬切なことは施工を機械化するということだ

と恩号。機械を馬鹿にしてはならない。機械を馬鹿にず

るような人は今日の臼木の建設業者にはないだろ号がま

だまだ機械になじまない人が可成り怠るのではなかろう

か。機械になじむことが光づ第一だ。

これからの建設工事は一般の機械工業と同じ織に機 械

が工事を実施する とし、号考えにならなければいけないと

思う。機械を使ろには機敏を信頼するこ とが出来なけれ

ばこれを恩ろ存分働かすことが出来ない。機械を信頼ず

るには機械の構造、性能使用、法をよ〈知って厨らねばな

らない。いくら機械の性能が良くてその能力が素晴らし

いものであっても 工事設の採算に合うものでたければ蛍

業聞から使用不可能とうことになる。従ってるまり価額

の高いものでは償却が容易でないし第一員三ことさえ大

ケ敷ぃ。たとえ安く買えても修絡ばかりしている様なも

のではこれまた困りものである。和、lま機械というものに

多少興味をもっているので建設工事の機械化の問題と大

いに取組んで、勉強してみたいと思っている。

仁筆者・大林組社長〉



建 築 を 志 す 学 生 諸 君 ヘ

終戦後のた然とした竿月もど号やらすぎて早. ゃあれか

ら満 6 停にむる。

戦後と云はず戦時中でも今から思創設蝶技術の上か

ら云えば全くの空白時代であった。ところが最近漸〈お

ちついて来て若い人々の聞に廷謀術に対する態度に非常

な其而目さを感ずる織になったのはさすが我が国民性の

あらわれとして搭 1. ，ぃ次第です。聞けば大学の志願者中

にもこの建築学を志望する人が急速度に増して来たそう

であるし、又小令校の生徒に何になるかと聞くと苛は軍

人 と云ったであろろ 小供治活諜技師! こなりますと云って

以 外の感にうたれる場合が多々おるのも、 一般人が建築

に関心をもって来た証拠と云い得られよう。

然しながら延謀術と云うものがそう容易に入門出来る

込のだろうか。女学生が洋裁にあこカサ1叉その技に入れ

る微な容易な道でるろうか。勿論終戦後建ったパラツグ

を見てゐると当時の1昨日や貧困な建築材料のせいもあろ

うがあれらをみていると建築への道はいかにも容易で‘ る

る様な感がする。スタイルプツクを見て洋裁が出来るよ

もり向ほ容易の段でらる。

近千拙築思想の指' i f f ，精神¥- 1 11こは目的に合ふこと、2

には材料を正期すること、 3には構造を合理化すること・

この Ｓ つでｾる。この三主潮｜ＭＱ何も近代において始めて

となえられたものではなくて、突はギリシヤ、ロ ーマの

ι時代にも 、J レネツサゾスの時代にも均しく云われた事な

のであるカL その目 的、 材粉、構造のそれぞれの内容が

根本的に進歩しuて行くにも拘 らず、いたづらに外形のみ

にとらわれて、建築の木質をわすれたところに問題があ

った釈である。建築史をひもといてみても時代のごく初

期においては各々その創られる本質があった。それが側

議されてくるといっとはなしに単に型式を追う様になっ

てそれがロマネスグとかロココとかの時代を生じてしま

ったのである。

私が若い人に望みたい事は建築への道lまそう安易に考

ぺデスタ1L，杭 j;

太滞組株式舎は

東 畑 語長

えてはいけない事でらる。もっと基礎学科を学問 したい

eJ. Cである。目的の本質を考究する事、近代の生産過稜を

へて創られた建築材料の性質を研究 する事、構造学の基

礎湿諭を深く研究する事、等忍諜への道はそう 簡単では

ないのである。この忍礎学科を修めずして建築を志すな

らば、又そんた人が多ければ、ここに亦モ〆{ ゾロココ

の時代が出てこないとも似ら泣い。表面のみの建築を愛

せずしでもっと連築を学問 的 ｽこ愛ぜよと云いたいのでｾ

るポス 51 - にゐる様な詮築が米当の建築であると思った

ら大変なのでるる。

ここに誤解があってはならぬ。科学への道のみを歩い

てはたして良き建築が出来るかと云ろ問題である。もと

より込嘆材料は文字通り木石でらって生命 も生長もなき

ものである。鉄、ーセメY トは冷 めたき血もなき、死んだ

材料である。構造理論之れ全く科学でらる。計画原論之

れも亦科学である。これらの科学によって裏附けられた

智識によって、これらの死んだ建築材料を用いて、生き

た建築目的を如何に把援するかそこに建築技師 としての

創作の領域があるのである。建築が芸術であるとか、凍

れる音楽でらぎとか云は. れるのはその領域を云ふので: t o

って、それが季障に依って裏づけられてゐなければ、そ

れは単なるポスタ ーを画く 人 と何等かわら ないのである

ピゾ構造に向って絢 くなって行く柱の美しさを味はえる

人は構造上それがそうなることを良く 知ってゐて始めて

味はえるのである。

一時は失望のどん底にあった建築界も漸 く本調子にな

って来た。 15年間の空白を取り もどす機 会がせま りつつ

ある様に惣われる。光人のまちがつ丈誼を忘れτ しまう

には空白の時代のあった惑がかえって良かったとも云い

得られる。建築界は若い人 h に期待をかける事が極b て

多い。若い人 よどうか学問して下 さい。

ζ 筆者、東畑建築事務所々長コ

大阪東区ヵ・ス ピルZ互 ! C K ケントク 氾<ti1'i (23)  4ω 5  
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手ム の I t ¥ 境

安井武 雄 ( 談)

質問編集 自 石 1等

白石 今日の対談にはテ戸マはあ b ませんので自由に 代につないで凡て居る様です。日本の場合は致し方ない

御話し原いた いのですが、と もかく話題を出す意味で近 な b、或はそれはそれとして正しいのかも知れませんが

頃のデザイゾの傾向からでも御始め下さいませんか。 建築歴史の学聞が学生にとっては現代建築の設計とあま

安井 私はアメリカしか外国をしらないので却って、 b に関連な〈受け入れられていることは問題があると思

そう思うのかも知れません由仁アメリカのデザイジは織 し、 ます。

いな@ です。良い惑いは別として緩いです。近頃はその 安井 現代建築の設計をするにもモ 戸ルデイゾグなど

アメリカ式が日本に多いが、もう少し落イすいてデザィ γ は過去の建築の歴史を通じて研究する必要があ h ます

をしな〈ては いけな し、。近頃の日本のデザイ Y は上滑り ね。そうしないとしつく b行かな L、。

している様に思います。 白石 それはそれとしてアメリカのデザ' イゾが御好み

白石 、先月村野藤吾先生に御自にかかった時、先生は でない理由は具体的には何なのですか。

この戦争の為にわれわれは 10年と 云う空白を持った。そ 安井 アメリカのデザイシと云うが、あればデサイゾ

して今日アメリカのデザィ γ が一時に流れ込んで、多〈 じゃなし、。ピズネスです。

の人がそれを猿真似してレる古久 ，われわれはそうでな〈 白石 今日アメ リカのデサ.イ : /e総称してい ます古久

やは b先す・10年前の段階に立ち帰って、そこから一歩一 実はヨ戸ロヅパの建築家がアメリカに来てやってし、るの‘

歩研究しつつ前進しなければなら ぬ と仰言い ましたが が多いですね。

安井 私もその説には一寸共場しますね。それに私は 安井 そう云う風に一々正体を見きわめて撲 b分けれ

戦争のために外国との縁が10年程切れた。その為に日本 ば別行がアメ リカ の建築は見世物なのです。それを鵜呑

の文化の進展が遅れもした古えまた一方では外国の後ば みした bしないで、 それよ b も現代建築はどこからスタ

か b追うことはできな〈なつTこ。その聞は藤原時代の様 戸トし Tこかを考える方がし、いでしょう。もっと落蒼いた

に日本独特の文化を育てる良い機会でゐった筈です。西 ものでや IJ tこいのです。余 b 云うと日じられますね。

洋建築ｾ日本に同化する機会であったと ｡ 患いますね。 白石 アメリカと日本では社会状態が違う。それを考

白石 ともか〈今日の若い建築家の設計は アメリカの えな いで直写することは無理ですね0 ・

模倣に汲々としてレる。爪先立ちのせい伸びをして少し 安井 そうした日本の近頃の建築は本物ではな し、。 芝ー

でもアメリタに近子こうとして、日本での可能の限界一 居の書割です。生命がない気がする。私はそんな設計は

杯のと ころで無理な仕事をしている様に患いますが- 。 した〈なレと思います。

安井 私はできるから直ぐやって見ると云うことはあ 白石 それでは先生は現代に於てクラシックなデザイ

まb し度〈な いですね。根本的な4条件が整わないのにそ γ をする事に対レてはどう御考えですか。

う云うことをしては無理が起 b ます。しかもやっと真似 安井 私は現代には現代の様式でやるべき 7ごと信じま

たと思ったら向うはもう先へ行っているのです。 す。私は学生時代からグラシックなデザイ Y はしないと

日本では西洋建築の歴史は極 〈最近からですカミ西洋 考えていました。現代には現代にふさわしい建築を; 没計

ではそれは古い伝説をもっている o tごから今日の西洋建 するのがわれわれの態度であるペき 7ごと思レます。私は

築をいきな b模倣するのでなしその伝統を先十理解せ Tごからヒストリカルスイルの設計は依頼 されても引受け

ねばならな L、。西洋建築史の研究はそう薗で見れば新ら なし、。ゴシックは芸術としては立派であって色、建築会

しい意味を生んで〈る。古い歴史と切 b離されて現代建 般としては幼稚です。その猿飾ピけを今日の建築に応用，

築が存するのではな し、。そして今日の現代建築は明日は することは意味がありません。自然は造物主の造られた

過去の歴史の中に編入き れて行〈。その点を理 解して現 もので美し し、。建築は人聞が造るものです古f、われわれ

代の外国建築を凡なければならないと ，思いますね。 の努カが足 b な〈て美し〈ないものを造って地球会汚し

白 石 私はその点は学校教育にも責任があると恩レ ま た〈な L、。 7ゴからその時その時にふさわしし、新らしいも

す。日本の建築史家は過去の建築を過去のものとしての ので良レものを造 IJ tこいと思います。それが本当です。

み取扱ってレる。 外国の建築史家が全般的にどうかは知 東京で一番美し し、建築は何かと聞かれたら私は日本銀行

b ませんカf、Ni col ous Pevsner などは過去の建築を現 t:: と思う。然し私はこれから再びヒストリカルな物をや・
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るペきではな い と思い ます。

白石 現代建築はともすれば飛んでもないものを設計

する危険を内包している。それは昔の様に設計の規範が

ないからである。 7さから現代建築にも規範が必要r とは

御考えにな b ませんか。

安井 私はそこまでは考えた ことはな し、。然し一定の

形のプ ロポ戸シヨ γ 、そう し、 うものはあるでしょう。

白石 そう云うものが客観的に今日も立証しえますで

しょうか。

安井 それは自分で自分の尺度をつ〈るぺきでしょう

白石 その際に普の拝に主として視覚的なものからの

みカノ γ な bモドウルスが作られるのでな〈、もっと別

な 7 7 !7!it - が今日では大き〈加わって作用する。

安井 勿論普と今とでは迷う筈です。

白石 そのまE範は作品を湿して探究されるのでしょう

か、ぞれ左も理論的に考えられるのでしょうか、何れが

主と御考えですか。

安井 それは理論的にも考えられねばならないが、そ

れよ b も先する作品を湿 して求められるペきでしまうね。

白石 それにつけても建築批評の必要性が痛感されま

す。それと同時に建築は純粋芸術と逢うのですから、建

築家が唯設計をする忙けでなしに、その設計 について跨

ってほしいと思うのですがー・。

安井 この間も新聞記者が来て、他の芸術には感に批

評が行われるの iこ、建築批評はあま h行われないのはど

う云う訳かと聞きました。何かや b難レ点がああのかと

云うのです。確かに純熔芸術とは違ってや b難い点はあ

る。然し私は是れとも建築批評が感になることを希望す

る。私自身の殺計は非難されてもかまわない。それが真

i ! i i 目な批評であれば良いと思う。

白石実際の建築には多〈のi f ;1J 約があるのですから、

局外者には判らない事情がゐって、設計者には気の毒な

批評になるか色知れない。然しどの様な事情があっても

客観的に悪いものは惑いのですから仕方がない。またそ

れ;が設計者のせいでないなら、ま宣言十者 が事情を明かにし

て答えて〈れたら良いと，思レます。そうすれば仮 b に施

主の無理解でゐったとしたら、施主を密着置することがで

きる。また建物会主主てる時に存じた事情は、す- っと先に

なれば、そんなに大きな意味はな〈なると思うのです。

普から事情のなかった建物はないのではないでしょうか

今日ではその事情は判らな〈なって、良L、建築は良〈惑

いものは悪いと客観的に評価きれています。

安 井 そうです。われわれが古建築を見る時には一々

建てた時の事情など考えない。

そうしてわれわれは多少叱られなければいけないので

す。普から建築家は設計を頼まれると、施主は甚1: 真剣

なのですカf、建築家にはこの際自分の好きなことをやっ

て見ようと云う遊戯的な気分が伴う色のなのです。それ

が近頃t主主主 々百貨しい織に思います。そう 云 うバ ラヅグ建

築 と云 うか、生命を考えない設計は私はした 〈なL、。

白石 そ う云う意味から建築事務所のあ b方について

...。

安井 私は近頃のクライ エY トは良 〈物が判っている

と思い ます。背の様に頑冥 なことを 云われる こと はな〈

な b ました。然し仮 b にそう云う方があれば充分説得す

る努カが必要です。それでも判らなげれば設計会引受け

ない。

白石 然し建築事務所の径蛍は {中々困難で、相当に仕

事の量を確保しなげればならないと 云う向もあ b ますが

-ー-。

安井私は詮じつめれば建築家自身が悪レと 思う。建

築の 設計はピズネスじゃな L、。建築事務所の価値は所長

のデザイ Y の特色が発揮されなければならなし、。それが

可能な限界以上に設計を引受けて粗雑な無責任な設計を

することは間違ってし、ますo ?fi 論ますご社会一般に建築設

計と云うことが充分認められて居らや、設計料が安いと

云う点もあ b ますが、それで色設計監理の報酬の協定が

あ b ながら、それを自ら破 b 自らを苦しめる建築家が居

るのは残念 fごと思います。

白石新制大学がやたらに出来て建築の大学卒業生が

大量生産される。それが慶賀すべきことなのか、それと

も建築家が大量生産されることによって却って選ばれた

少数者としての責任感が薄らいで行〈のか、 どう御考え

でしょうか。

安井確かに近頃は建築設計を何で色な し 、ｾし レ 事と

考える人が多〈な hつつある織ですね。それが大学卒業

主主の大震生産と関係して磨るかも知れません。建築設計

と云うことは重大なことで軽々し〈できるこ k ではあ b

ません。私自身としては建築家は社会的に重大な立場に

ある者1: と思ってやって居£す。

白 石 最近の建築材料について何かー… 。

安井私は最近の外国の様子は判らない。近頃の日本

の品に不満足ぞ感十ることは事実ですが、 Tゴから国産で

よいものができないとは思わなら、。無暗j こ外国品と同じ

様な色のを作ろうとするのでなしに、国産の材料で別な

良い物ぞ作ればよし、。遠慮せ宇に独特のものを作るべき

です。

白 石 外 国 で 新 ら し い材料ができたと云う正直ヤ日本

でも同じ綴なものを作る。前のが一応完成しない内に次

々と新らしい色のを追うことばか h に熱中している様に

見える o 1:' からどれも不完全なのではあ h ませんか。

安井今全盛のプラスティックにして色、アメリカが

やっているからと云って、一年や二年後に日本でも真似

なければならぬことはあ h ません。生活様式色経済機精

も違うの1:' から、 アメリカで流行するものは必十日本で

も応用しなければならぬことはな L、。
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白石 アメ リカ で矢継早 に新材料が作られる と云うの 、ナゴからも一度本当の 「アーキ テク ト法」な! l !lア ーキテ

は、古 〈からある材料の販売では f中々増大さす ことが難 クトのアソシエ 戸シヨゾが必要になって来ます。

しい。 ましてや新規開業の業者では古 い業者に太刀打ち 白石 建築基準法の方は如何ですか。

できない。新材料はそれ自身に宣伝的要素を有している 安井 市街地建築物法の時よ b も結併ですね。幾分現

か ら、割に販売政策上有利なか，らではな いでしょうか。 代にふさわし〈なった。日本の現在の国情としてはあの

安井 現在アメ リカ とイギ リスでは物に対する考え方 位で良L、かも知れません。

が相当違ってしまった。イギ リスの自動車は 10年ーたって 白石大阪では依然として設計施工が必な様ですが如

も壊れないで立派に走るし、 またそれに乗って居ておか 何御考えですか。

し〈恩われなし、。アメリカでは 10ヶ月で新車新車と 買レ 安井先日もある官庁の営絡課長にNdえの人が建築事

換える。それは自動車製造業者や販売業者の政策に乗せ・ 務所に設計を績むなどはたちJ や b方t:: と云って感に説明

られて居るので、 それが本当によい こととは恩われな していました。クライェ γ トの中には、はっき b判って

レ。アメリカの建築にも同じ様な傾向が見られるので、 居る人もゐ b ますが、議負に設計施工で依訴する人もま

それで燥なのです。 t:: かな b あるのですね。

白石 建築士法による一級二級の建築士がいよ し、よで 白石 設計施工ぞ一緒にやるべき 7ごと云う人は、よ〈

きましたが、御意見は如何ですか。 自動車などの例を挙げて、 あれはメ ーカーで設計も して

安井 余 b猶も杓子も一級建築士で、実はがつか b し 居ると云う。

て居るのですo 私の事務所に居る人も普通 h、・昔世話を 安井 佐野' f IJ 君まさんは設計施工論者でした。私は野村

したことのある大工色通った。その辺の人で遜ら ない人 建設を是非特色のある請負にして呉れと云われて引受け

はない位です0 1 : : から一級建築士になったから一級の実 て自分で やって見て思うのTゴカミやはり 設計と施工ぞ同

カが保証きれた訳で色なし、ま? こ一級も二級も紙一重の ー 業者がやる ことは不可能なことが多し、。先円もあるー

差です。今のところでは建築士の資格は何のたしにもな 流の業者の現場を通 bかかって偶然見たのですが、実に

らな い。 騒然とする綴なことを平気でやっている o 11宣言| 施工なの

白石 多年建築士の資格を法律化する ことに努力され です。ともか〈まだ日本の誇負業者は普の言背負根性で手

1 : 方々 は、政府に庇Q > 惜して 「おもや」を取られた様な を抜〈ことが改らない。 もっと真面目にやって頂 き度い

感をして属られませんか。 と思うのです。

安井 建築士と云うが ピルディγ グェ γ ヂニアでア 戸 ， 白石 ではこの辺で。有難う御座いました。

キテグ トじゃな い。土木の人でも資格があるの7ゴ か ら 。 ( 談 話 者、安井建築事務所々長〉

建 築 界 の 現 況 に 対 し て 一 言 す る

技 術 者 の 地 位 と 待 遇

私ほかねてから日本の官庁や会社が技術者を過する途

を誤って居ることを痛感して居る。

日本では職務と待遇を一致さす方式であるか弘同じ

織に永〈止めて旦待遇を良くすることができない。

待遇を良くしようとすれば、別な識に変えねばならな

い。ところがどんな仕事でも 5年 や10年では技術の完成

は望まれないのに、学校を卒業して留く経てば係長とな

り、又持くで級長になり 、20年も経てば重役か部長にな

ってしまう。そうして早くから第 1 線の実際の仕事から

遠ざかって判ばかり押して居る。

建築の仕事と云ろのは特に7J<. ¥，、経験が必要なのである

のに、そ号云う次第でるるから実際に設計や施工の衝に

当って居る人は経験のない極〈若い人で、漸く経験ので

きた人は判をつく役目で実際の建築にはるまりタッチし

笥

渡 辺 節 (談)

ない。

建築事務所などはそ うでないカ玉、官庁や諮負などは特

にこの弊告が基しい。官庁の設計や詣負の施工カ謝iいの

は何れも 笑際には経験の足り ない者が担当しているから

でらる。

戦苦労と体給を別にして折角幽貴によって得られた技術

は生かして使える様に、その人 にはその地位のま与で好

過できる様にしなければならない。

官 隠 に 於 け る 般 計

私は今回行政整湿案が作られる際に当って要望し よう

と思うのだが、それは官庁に営務課などを置いて設計を

行うことを止ちるべきだと云号事でｾる。

失 業者が出ると云う心配をする人があるかも知れない

カ人設計の仕事そのものがなくなるのではないから官

庁をやめた人 々は民間事務所へ入って設計に従事すれば



良いので、その段、は案ずる必要がなし、。

そして官げでは企画だけをやれば良い。設計は原則的

に民間の事務所へ依頼すべきでらる。

或は非常に犬舎な官庁で特殊な建築をやって居るとこ

ろは若干自分のところで設計をしてもよいカ仁 小 さえE官

庁迄が建築部などを有し、仕事のない時も絶子多くの人

を抱えて居ることは国民として無視できない。

何故ならそれはすべて国民の血税が無駄に消費されて

いるからである。 何でも建築部を置かないと国庫補助の

予算がとれない等と云う様な妙ないきさつで不要に大き

立組織になっているらしい。

そしてそこでやって居る設計が未経験者によって甚だ

拙いものが作られて居るのだからお話にならない。

実験も先般の某大都市で国際的注意味を持つホテルの

計凶が行われた。その際私は当然設計段理士協会で設計

をや' るべきだと主張したが、結局lまらる官庁の人が設計

をした。

その設計者はホテルに一度も泊ったことのない人で、

一体 どうして設計をするのかと云うと、あちこち臼本の

ホテルを見て設計するのだと云う。

ホテルの機な建物はーす見て廻った位で判るものでな

い。平素殺風長注役所に勤b て厄; てホテルにはー度も泊

ったこともない人などにはホテルの窓味は! f i J らないe

L かもその企脳集を作る際には、是非民間の一般人や

ホテルの経蛍者などと共にデイスカツシヨ Y をやらねば

ならないと云うことも主張したが、それも行われなかっ

た。

設計図が出来てから私共も一応意見を述べてくれと云

われて、述べはしたが甚だ1 l I : い設計であった。

泊客用の受付も宴会用受付も立つづつある。それが混

雑を防ぐと云う甜りかも知れない泊三、経営上人件費を 2

倍要することになる。

その他ホテルの経営の問題及びホテルの雰囲気と云っ

た問題がさっぱり判って居ないo t必支が意見を述べた後

で‘若干改良されたらしいが、大体この綴t.r. 建築を官庁の

営絡線で設計しようとするのが間違っているのである。

それを財界の人に訴えたら官庁の補助金を貰って建て

ようとしているのだか弘官庁の飯を立てねばならぬ。

るまりおこらすとおれ、と云う事であったが、官庁の金と

云うのは国民の出した税金で‘ ある。

だから官庁がおこると云う話からしておかしいので、

そんな拙い設計の建物が建つ事になれば、怒るのは国民

である。

最近ゐデザインの傾向

昔は 1 つの建築段式が相当に長い期日継続した。然し

近頃は現代儀式と云っても、その中に色々な傾向があっ

て、それがせいぜい 10年か20年位で更新されている。そ

れで若い人々は常に突飛な設計をして人を穏かそうと考

え勝ちである。

然し建築物そのものはもっと遥かに長い生命ももって

いるのだか弘 50年或は 100 年後、 或はもっと先になっ

ても価値の' ある設計をしなければならなし、。徒らに一時

の流行に目がくらむのが近頃の若い人の弊である。

更にニユ 戸ヨ戸 グの国連の建築は、現代のアメ リカに

於てあの場所にられだけの規模に建てられるか弘あれ

で良いとしても 、 あれを国情の違う日本ですく' 模倣する

のはいけない。模倣が余りに多過ぎるのが現状でらる。

そして設計に対する安易な考えが横行している。新ら

しい京都駅の設計でもその考えは甚だ安易なものに恩わ

れる。 国鉄の停車場は私鉄とは違った性絡のものであ

る。安っぽいそ〆ニズムや宣伝主義に陥ることは間違つ

ている。

外国でも雑誌に出て居る様な建物ばか りが建てられて

居るのでt 土佐い。あれは変った珍らしいものとして紹介

されて居るのである。だから本文でなく広告を見れば、

決して最新の形がすべての P ライェ Y トに好まれて居る

のでたいことカ洋日る。

以前大林組に居て今はもう亡〈なった人だが、その人

が 7 ラγ ス旅行の途中汽車の窓から素晴らしいモ〆ゾス

タイルの建物を見たので. 特に途中下車して見に仔った。

三階建のアパー トかで監理人の話ではコルピユジェの

設計でらるが、誰も借手がなくて未だに空家であると云

号。

コルピユジエを崇拝して居た同君は大いに幻滅を感じ

たと云う。実用が伴わない建築はどれだけ尖端的な形で

も駄目である。建築の設計は孫付いた態度でやらなけれ

』まならなし、。

建 築 士 法

大体今度の建築士法は持の趣旨が骨抜きにされてい

る。だから今度出来た一級建築士など絡別問題になる様

な資絡で‘ははい。

ES負にも建築士が沢山居て設計もやる様なことでは本

当のア 戸キ テグトの資絡を法制化したとは云えなし、。

然しこの様に骨抜きに・せねば議会を通過しないと云う

のは、その方面の努力が議会に強いからであろう。

だからこれから追々改良されて狸想に近づく迄ぼ、重量

築士{1 : 社会的にはどれだけの価値があろうか。議論の必

要がない。

殿 計 と 施 工 の 分 離

建築士法に表わされて居る通り、日本では未だに設計

監理と施工が分離して居ない。然し日本以外のどの文明

国にもこの様な矛盾を平気で汁って居るところはない。

佐野利採さんは設計と施工を同一業者で行えと云う論

者であった。自動車などはメ 戸カ戸 が設計も仔っている

と云う人もt ; ，る。

機械は工場内で生産されるので、製造会社の責任者は
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工場内に庶て絶えず直接監理し責任をもつことができる

然し建築は現場生産で、誌負の責任者は特に現場を見

に行くだけで、実際は下の者がやって居る。その聞の速

絡や監督は行き届かない。

d!J負が設計すると云ろのは日本だけである。日本では

大工の棟梁が設計施工をする伝統が今日も強〈残って居

る。

その上部負で設計すれば設計紛が不要であると云う偽

附的宣伝が行き届いて居るからである。

然 L 自負で設計をすれば、それだけの費用l'i.'.1' u負金額

に当然算入されるに過ぎたいことが判らない人が未だに

存在する のである。

しかも何 と云っても設計と施工とは互に相反する立場

に立つもので、決 して同一業者がヨf' ねては完全にできな

し必云うのが根本的な問題である。

建 築 事 務 所

建築事務所は依然たる営利事業ではない。また建築設

計l' i . 個人的技量によって成立する。

だから所長個人の能力の限界を越えてやたらに大規模

にすることはできない。

私も昔は50人位の人を使ってやって居たが、今は15人

位にして居る。その方が無駄がなく且充分私の目が行き

届〈。

建 般 業 者ーへ の 希 望

建設業者に対ずる希望の第 1 はもっと施工法の知識を

縫 うべきだと云ろことである。

例えば工事月磯械に対する知識が足り泣い。この仕事

に対しては どれだけの施工機械を準備すべきかと云う様

な点の予測がもっとはっきり立てられねばいけない。

科学性、計凶性がない。そうしてその計凶のヅサ: / な

のを有IJ うために突賞作業と云うことを行号。

突貫作業と l' i . 数的根畿のない竹槍l訟法である。現場監

督が泊り込みで早朝から夜迄走り廻る。それでー解決しょ

うとしても駄目である。

第 2 に下2!?工事聞の横の連絡がない。 1 つの材料の納

入カヨ封Lても全体の工事が遅れるにも狗 ら子、その王i ! 絡

を充分取っていないE:5負が多い。

ーその点プ 戸ラ ーなどは一週間毎に現趨会議を開き、ヱ
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程表を検討しお互に工事の進捗状況を知ってやって行く

ので実にスム ーズに進行することを私は経験した。

日本の笥負では現場主任にすべてを委せ本活からはら

まり指導しない様だカ玉、その現揚主任に経験の浅い人が

多い。

上述した通り 日本では折角経験が出来たと恩ろと本社

の訣長かなんかに tJ:. って現場との絵が務くなる。

その点でもフ 戸ラ戸の現渇のフォアマ Y は突に立派だ

った。前日に必ず翌日の工事の段取りをすべて行ってし

まう。

1 人の煉瓦工毎にその殺人が翌 日:fflむべき紙i瓦を必子

前日にきちっとその場所に運んで、並べる。翌朝は手待ち

なしにすヤ仕事ができる。

だから釣足場で工事すれば全体が同じ高さで水平を保

も乍ら上って行〈カ人日本のお負ではこう行かたい。

最初に申した通りフォアマゾはフォアマゾのままで昇

給させて行けば、優秀な人物が使えて結局濯なのでらち

が、そろできない制度を改めなければならないのでるる。

建 築 基 準 法

特に問題だと思うのは、建築主事と云う識は非常に大

きな権限をもって居て、 これが建築家の設計や監理につ

いて監侵すると云うのだから、私は建築主事t'i.相当な人

物が相当数居る様になって直接現場も見て廻るのだと思

った。

然し Ｑｾ 文をよく読むと各府 県 叉 ｬ ＧｩＮ市などに Ｑ 人だけ し

か居泣いのである。すると実際は地位の低い人が代迎で

来て主事は盲判をつくことになる。'

地位の高い人はプライドもるってらやまちを犯すこ と

も少いが、私は向M立の低い人は大きな権限を持たすこと

はち廷に危険だと思う。

付、給も少い若い人が誘惑の多い所へ出て行ぐとなれば

何時かあやしい取引に巻き込まれる。

現に菜市では相当な欽' 筋コ γ グリートの大建築が明か

に進法に建築されつつらる。

敗戦後制限されて主主たなかった持の カフエ戸、待合、

料理屋、〆ゾスホ 戸ルがE症に建てられ、建てたものが勝

でるると云ろ現象も生々しいことである。

〈談話者、渡辺主主駐は究所長〉

強 < 1 恒穂号

ＺＢＭｾＢＮａ￭Ｂ＠ :t.tヨー= 子 吋 勾 ス

フローリンヴa

lFI1t iて温 風S

積任1 1 U.

電

田辺工業資限曾ii!

大阪市西区江戸掘下通ニノ) 七

電 土 佐 姻 @2o77・4471



「渡辺久純氏の建築観」批判

木設; 6 月号所載の 「私の建築E見」

〈主主者波、砂九純氏〉を読みまして、

その所説が所謂窓から眺める者、別

ちすべてを平面的な主観で公式的 に

結論する者の建築一般に対する誤れ

る思索と表現を数多く含んでいたと

いうことは、大なり 小なりこれをお

読みにお: った大多数の会友諸兄が感

ぜられたところであると思います。

これはその録者がその職業とされ

ておりまず、ごく初心者に対しての

建築的教育として、建築というもの

のもつ一つの仮定的な概略概念の解

析的説明といろのでありますならば

話はわかります。そこでは低い理解

能力を対紘として、しかもある限ら

れた少い時間内に、それだけのもの

をその能力なりに於て了解させる必

要があるからで司十。

ですからそこではその結論の兵突

の正誤は第ー義的な問題でなく、そ

の結論を、たとへとりあえ子低い

仮定的な段階に止ど主うても、大切な

のはそこまでもってゆく思考の組織

性仕のであるからです。( これは教

育一般についていへることかも 知れ

ません。〉

ところがこ与では問題がちがいま

す。即ち正鵠寸支の最先端的な推進

力として組織されました私達の主l操

協会が、その最も有力な窓寸志表示と

して発行されておりまずこの機関紙

に於て、このようなことが論ぜられ

たことであります。

といいますのは、そこにとりらげ

られました主張が必昇給号にその機関

紙としての背長に大きくうらずけら

れまして、直接的に廷諜ジ ャー ナ)t..

の形成に大きなカをもつからであり

ます。しかしながら廷諜というもの

に、本当の自分の道をさがし出そう

山t也 英 雄

しかもその決断は、決して利那的

た感箔・や気まぐれの末端ではなく 、

その形成課題としてとつくんだ最初

か 弘 完 成 ま で、へのあらゆる段階に

於て、所謂経済、使宜、 外観、構造

の 4則をはんす号そ L ゃくしつ L 追

求する兵突の完成への其執至純な没

頭というものの弁1 ( ' - に外ならないの

であります。

したがって渡辺氏の言われるが如

き所謂凶則が単に相対的なものとし

て私たちの頭の 中にたたへられると

いうことは粉々それが最も望ましい

状況におきまして猶且、真実の楚諜

形成の過程においてささやかな一道

標とい 5地位を占占うるにすぎないと

いうことが言へると思います。

建築の i A突の活し方」と「云へ

るのはやはり J 1 " 英設計者の思念

の表現でなければなj らない。

そしてその下思念はその裏にそれ

を培ろところの国民性や風土的問題

があ」ると言っておられます。これ

は嘗て最もその醜体をばくろした国

粋的スF イリ γ グへの危険性が多分

に含まれておるのではないでせうか

そして私達が風土性や国民性に拘

束的にうらずけされた狭隆た愚念を

後生大事に廷諜の「真実の活し方」

〈のただ一つのよりどころとし注け

ればならないということは、余りに

も島国的近祝日艮とも云うべきではな

いでしょうか。

しかしたがらたしかに創造という

ものの7字後にはそのデザイY をし泊、

くあらしめたアイデイアと いう もの

はあります。そしてその形 2ニ色は夫
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としております私たちにとりまして

は、少 しでも延諜的 ジヤ戸 ナノしとい

うものが、その本凍の段階において

正しく形成されるということは殺し

もの望むところでありましょうえ

したがってそのためにするあらゆ

る獄極的批判ばつねにゆるされるべ

きだと思いますので、私I" I 次に渡辺

氏の建築観の三つの論点仁渡辺氏が

忍諜観として述べられたのは、大体

この 3 点に要約されると思いますの

で〉につきまして、順を追いその意

味を吟味させていただきたいと思い

まず。

「相対的J t.t:. i経済便宜外観偽造

の四則 j の「和解こそ延諜の円前

完成の点と考へることが出来る。」

湖沼築形成に於て汲辺氏の言わ

れます 4 則即ち経済、使宜、 外観、

将1;造などというものは、たしかに形

成者にその形成の土台を与へ表現

の方法そのものを与へると L 、ろ程度

においてはたしかに事実でありまし

ょう。しかし一方その同じものが、

形成に対する自由の束縛でもらり、

その表現の領綾の制約にもなるとい

うことも又JJT - 突であります。

そしてこのジレ γ マは、単純なそ

れらの「相対的」な「和解J なんて

云われるものでよ・ただちに解決出来

るものではないということは、少し

でも建築形成に経験をもっ人である

ならば誰にも1守定していただける所

でありましょう。

I.! Uち私たちの形成行為というもの

は、その形成環境の認識をたしかに

必喧とはしますが、猛その上にたっ

て、多くの可育問主の 中からただ 1 つ

のみをとり出すところの撰択と決定

という求心的危決断力がつねに必夜

なのであります。



々ある意味の表現として、私達にあ つことが出来るものと思います。 てはつねに最も専門的なそしてある

るいは安定感をあたへ、あるいは素 「建築家ぼ社会の為に、 よりよき 意味では冷酷な創造の舞台に於ける

ホトな親 しみを感ぜ寄せます。 {主や公館をつくりあげるよう努め 真実の完成への追求のみが本当にも

これは しかし形成者の徒 らなる怒 るべき 」である。 のをい 5力であり、それへの形成過

意がそのような表現をもたらしたの そして建築士の問題をもこの 「建 程へ、いかほどの社会的良心がそそ

では決しでなく 、形成主体そのもの 築家の自悟と向上を計る事が何より がれようと、その建築そのものはそ

がその形成環境の中J こすt . r . ほに順応 第一義主せねばならないJ r点より のことによって、何の価値をも附加

ずることによって、その結果それが 起った」とするのであります: が、建 一 されるということはあり得ないので

最も自然なありかたとしてえた現象 築士法という明確に法的必要によっ ありまず。

にすぎないのではないでせうか。 て生れたものを、このよろに飯子と そしてとのような形成の場に於て

したがって先にのベた四則の内的 いうことはおかしふといわねばな り っくり出された成果 と価値こそ、 直

な理解というものの真義がこ与にー ません。何となれば「社会に 出た建 もにあらゆる社会の要求にこたへる

層深く解明されるのであって、この 物」が「粗雑なものとt . r . り災害 等に ことが出来るのであ り、叉このよう

ように して私たちの形成作為 頃lJ 造〉 対して.の被害が多し、j という ことは にして始占うて建築の社会的使命とい

というものは大きな原廷←一一いはば 全 く現行法規の疎漏性と社会に働く うものも立派に果されたと いう べき

宇宙を秩序ずけている大自然の法則 技術の低劣によることが最も大きい であら戸と恩います。

ともいうべきものにつねに直面して ということが明かに断言できること 一方 こうゅうものを持たない建築

いるの であ ります。 そしてそのよ号 であるからです。 と建築家は、その存在が社会そのも

なしっかり とした基盤の上に於て、 したがって渡辺氏の主張される建 のによって抹殺されるのも、これ叉

はじ占うで風土性、 国民性というもの 築家の社会的奉仕の善意というもの ごく自然のことであると L 寸べきで

も夫々 一つの因子としての素直な意 は、たかだかその人の個人的主主心椛 しよう。

義と価値をその本来の地位に於ても へにすぎず、私たちの建築形成に於 〈筆者、大阪府建築部住宅課弱厳〉

九 洲 支 部 だ よ り

九州支部では此春以来講演会や見学会等開催 され詳

細報告を寄せられているが紙面の都合で乍迫憾全部を

掲載す るｾ［が 出 来ず誠に 申訳たい 次 第でら る。木記は

本年 4 月同支部で倍された九州大学教授林蹴二郎氏仁

本年 Ｓ 月帰ｾめを囲むアメリカ事情についての座談会

の一部を摘録したものである。同教授の専門は農学郁

でるり又九大学生部長をしておられるので: f ，ちらの学

生生活 と養蚕の点につき支郁より 送附の原記録中から

二三を拾っτ 見たものである。

日本の大学は自らの殻に閉 じ筒り街との連絡がない

大学教育は大学丈でなく 町の人 々の協力に依り完成す

る。大学も反省して町に何をサーピスしているかを考

えサ ーピスに依りつながりを持つべきである。特に建

築など生活に身近な関係のある人 々に考えて1'!1， 、たい

日本の大学は識業教育に重点をおを発達した。欧米は

国家の文化的水準 向上のため教主主るる市民と して叉指

導者を造ると云う点に重きをなして発達した。 一つは

教室が智識を主に一つは人聞としての仕上げを王手らと

した比の結果命令の下に動〈人情! と、自らの考えで動

く者との差があるわけだ。日本の学生は心の訓練が出

来てないから種々の問題が生じていると考える。 コロ

シピア、ハ ーノζ 戸ト、 シγ シナチイ 、メグレ 戸、シカ

プ、デゾパ ー英他各大学を視察したが米国学生の悩み

は、通学用の自動車の置 き場所で、ある。日本では主要

.30 

都市のタミナ ール などに困っているが向では学校で此

の始末、国情が違うとは云え… ・学生の政治活動は日

本と同じだが一部の者に全部が動かされる事は絶対に

ない。男女共学は幼少時からやってるので問題はない

性教育か普及され無智者がいないか ら之又間違ない。

米国の大学は国立はない州立か私立だが好い大学は始

ど私立でー授業糾も高い。 男女相半ばし適当な配偶者を

見付る事もある。男女交際はオー 7 ・Y で明朗、 しかし

生活や寄宿舎など厳正な規律が守られてる。娯楽機 関

と図書施設の完備は驚〈ばかりだ。アルバイト( - r . 各校

共60，%以上希望してるが日本と異る点、は学資( - r . 親から

自分の小遣をアルバイトで稼ぐと云う事だ学生会館と

図書館の立派な事は将に羨望の歪りだ。要は出来る丈

多くの! 母聞を学内におき、外の時聞を人絡益成につと

めている。臼木も平く 此の竣に逮し学生の不幸を消た

したいものであるo

次に生糸の世界生産の80，%は日 本でらり英大半は輸

出され、大きな得意先は米国で: f ，る。ナイロゾの発達

は著しいが、米入の絹に対する憧れは非常に強いもの

がある。現在高価品はハ γ ドメ ー ドでらる。キカィや

ナイロンで出せない味が然防見されないし、米国での主主

蚕は成り立たえEい点で今後の輸出( - r . 決 して悲観ずる要

(-r. t.r: 1，、と恩[ う。

九洲支部にお花ぴ なるべ〈御送りの全文掲似いたし

た〈今日まで延びましたが益に要領のみ主主稽の余滋なき

事を御i i 8; 承願ひます。



衛 生 陶 器 工 事 用 図 面 ζ 知 ニ 〉

堅苦E小型スト - f V

f ら

ト一一一R ‘  

εu旦 ムt坐

墓所用バック無ジ流 v

関 西 建 材 会 。編

-

w

 

使ト

受

式

筒

畦

叫

水

晶

刷

非

バッタ付添物流 ν

31 



32 



会 員 動 静

入 会 者

二 号 会 員 〈 本 部 〉 註仁〉内は御紹介者名

太平商応 東成区大今里南之町2 の288 ( 志垣正次コ。

て株〕東京興業貿易商会 東 区北久宝寺町 2の5 帝銀ピル

日本建築設計〔株〕北区芝問問r56 (:t:ド戸田貫太白|つ。

正 会 員 〈本部〉

安部軍正 都島! の明{町 1 の781 }II 本芳生方〔明威主主設〕

〈不同信・成〉。 大土手正男 住吉区南加賀屋町 38 ( 河佐野

市役所) ( ; 除決太郎〉。 大 西 惣 次 伊 丹 前百野住宅 4 号

地〔燦ず1:建設〕。奥本消夏南区大主寺東の丁49 ( 蛍和

It1設〕。 王 置 滋 造 堺市販町内寸・ 67 ( 福助足袋) ( 徳島

角治〉。藤田邦昭 府下泉北郡高石町南992 ( 日野建設〕

〈赤松修コ。山本芳太郎 堺市岡出井町698 法務府官舎

【大阪刑務所作業課〕仁原}I I - 己〉。 吉 岡 敏 零 都 島 区 都

島中 4市住宅99号〔自営〕仁稲困正雄コ。

〈京都支部〉

儀iif，t.芳QI I 京都市上京区烏オL通守の内西入上る〔株島津

製作所〕仁中村金三〉。 武部正一 京都市下京区木津屋

絡通. 熔川西入〔板金加工業〕。 山口二 郎 京 都 市 中 京 区

袋楽廻り松下町12 ( 山口組〕。

仁東海支郁〉

杉浦鉱吉一泊布川同町 5 の15( 杉林建築〕仁近藤幸平) 0

C九州l支部〉

力闘eJI回一 門司市葛葉' I l J H却「サッシユ) ( 薮中ー.6.!: )。

転 居 ， 転 勤

二 号 会 員 仁中国支部〉

大 林 組 広 島 市国康寺吋18
0

正 会 員 仁本部〉

岩 本 基 西区江戸堀下通 1 の54。 小田健治 郎 天 王 寺

区国分寺町110。 七条記曾 ー 南区高津 8 の22。 柴 壇

賞雄神戸市東灘区本山町野郎大日ノ :本15。 竹内孝

八尾市山本165の3。 竹芥; 末春東Bi 川区加島町431

三和建設工業仁東海支部より〉。 平松太郎 京都大学内

生活科学的問建築部。 糊 国江 東 住 吉区間辺東之

町 2 ゐ73。 広岡浅治自1; 西区北照江三千存可23 山本鋼

業痢江fr庫内三和鉄鋼工業。 福井凶QII 天王寺弘小槌

西町 1 の36福井正二方。燦芥菊二西宮市甲子関口2の

322.。 宮 田 秀 徳 都 島区苅 担r 2 の528 l皇 制 撤 常 務

割ニ修守口市京阪本通 1 の726 オミ下方。山田英男 南

区上汐町 2 の46 仁九州支部より〉。

〈兵庫支部〉

加藤太郎相! 伊市生悶l足三宮 1 の96 建築事務所 。 三 国

Ｍ ｾ神戸 市 生同区楠町 Ｕ の Ｒ の Ｔ 。 鋭回世ー 神戸市垂

水区東舞子1830の12.。 宮田筒議神戸市兵庫区荒岡町

1の54 'sネL移に己主名。

〈東海支部〉

岩井金三郎 名古屋市千種区間代町金児防74 ( 兵庫支部

より〉。西村t l ; : : : : ニガ亙市南寺内問1T1の72'( 本部より〉

( 中園支部コ

佐々 木 長 治 広島県佐伯郡大竹町 s 区大林組社宅。

仁九州支部〉

吉 川 秀 夫 福 岡 市薬 院抑制l l I J 31 椎原辰男方。

仁地 方〉

長谷川俊弘東京邸中野区宮園町l の18 ( 中国支部よりコ

村田消也 村田消台に改名。

. : 盤 会 員

川島三 郎 豊中市柴原阪大石総分院南山. . h病棟。 松本

英得 東京都世田谷区代間 2 の825 蛭田方占

建 築 構 造 強 度 計 算 講 習 会 開 催

会 期本年 Ｗ 月 ＱＰ 日よ り ＱＲ 月 ＱＴ 日迄 毎週 火金 ｇｾＸ 時 誠 事ヰ 全額 ￥ 3. 000 館正会員￥ 2. 40 0 ( テキスト代共〉

会 場 京 高 官 市 上 京 区 丸 太 町 待 賢小学校 申込先 下記中京区木屋町御池上ル水道会館内日本建

科 目 構造力学、木構造、鉄筋コ γ クリ ート、鋼防造学
築:w.，会京都支部

講 師京工大高原、京大横尾、神大石崎、京大馬場各
主 催 日本建築協企京都支部

助教疫

近 畿 電 気 工 事 株 ，式 会 社

代 表 者

取 締 役

社 長

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 本 田f 二丁目: 九番地

電話福島@1803・4369・4826・4486番

佐 竹 則 薮

支底 大阪商 ・大阪北 ・河泉く堺〉・神戸 ・姫路

京都 ・和歌山 ・祭良 ・滋賀 ・名古屋 ・呉
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会 務 仁六月分〉

和 敏 山 支 部

2 日1 時より於悶市商工会議所総会開催、島村副支部

長司会の下に25年度決算及事業報告26年度牧支守: l ? : 等

議了、終って朝日新聞社問中予章氏の時局講演会を催

し盛会裡に 5 時間会

興 実 委 員 会

2 日21侍於朝日ピル池田達維辺事外出席、 前年度経過

報告後委員長として池田宮彦氏、幹事として津村章一

氏を互選。地質調査表の完成に努める事; w_ : 他協議。同

月19 日再開津村章糊外 6 名出席地質資斜の集取方、地

震夙7k筈等予防対策常識の普及運動方法を議 L た。

三三

. d.  

. ".  言E

6 日2 時より於朝日ピノレ浅沼理事外 c名出席理:<W会提

案事項英他を協議

京 都 支 部

5  8 ， 13 日、20 8 ， 22日4 回於事務所! こて常議員会偉

員委員会を聞き建築講習会開催の件を協議、 7 月10日

より別項の通建築講習会閲読する司f となった。

顧 問 懇 談 会

15日4 時より於朝日: &i 務所にて中西六日F:... 中沢誠一郎、

薮 中一良氏等各顧問を中心と し竹版会長、J I t 畑副会長

中野、藤木理: : 11待出席、防J会今後の事につ' d 懇談し丈= 。

建 材 部

14 日及16日、 19 日関西建材幹事集合同部会の諸進行方

につき協議、26 日午後 3 時より大阪建設会館 2 階で朝

日新聞社問中氏の時局講演会を開佐。

会 事 事 委 員 会

16 日4 時より於分室石井委員外 s 名出席今後の事業会

務発展につき協議。

大阪府住宅復興促進協議会創立

本会が設立発起の一員とたっていた上記腕 桧li: 6 月

20 日大手前会館で創立総会が開かれ山村副知事外出席

別項の如〈無事務事を了し経会を終り発足すみ事とな

っfこ。本会よりは大和常務理事が列席しTこ。

理 事
A

宮

21 日2 時から於朝日ピル東側亘u会長松久保監事外 8 名

出席、工4j，f;j，I負約款頒布の件、朝日ピル冷暖房費負担

街 9 日1 時半より目下建設中の京都駅新築現場と日銀 の件、同ピル一部援助辞退の件、会員詮衡記念事業の

高野鉄筋造主要を見学参加者松井支部長タh灼<10名。 件懇談、会長、顧問要詰二件、機員 1 名返戦の件、事

新聞社と見本市会館建物見学 務局上期賞与支給の件等別項の通波誠、 5 月分牧支計

大阪会勢委員会主催にて 3 日2 時より上記の通開催、 算外諸報告を了した。

戸田紐設計施工で新装成った市内今僑西訪日本経済新 鉄鋼問題に就て

聞大阪支社 6 階建鉄筋コ エ/ク リート造を一巡上層今栂 25 日吉田首相西下商工会議所にて関西経済人と懇談ら

クラフーで小慾高度の家具装飾l諸設備を見ホ 戸ノレで特に るを機し、竹腰会長渡辺旧制建築士会近畿支部長、鴻

映画を餓賞後第 2見学の内木町国際見本市会館に還り 池建設業協J会長等25日午後会合鉄鋼問題につき要望の

大林組で竣功を急がれている。 工事中の現場を見学し 件を協議し即刻会議所副会頭に商接意見伝達方を嘱し

使用されている〆レツクス剤等の説明を開き5時散会、 たc

参加80余名。

編 輯 後 記

予告の通り本月号は大阪在住の建築界名士に御登場を

願って御意見を承った。街l多忙で御商談の機が仲々得ら

れなし、方もらったので発刊が遅くなったことを会員諸氏

に街常Eびする。

来月号は廷諜材料に闘ずる特集号で相当の大冊として

発行すべく :準備中である。

但し印席。関係の諸費用は、本年度防J会予算編成当時に

比較してかたりの値上りをしている為に、編樹委員一向

が考慮したポらも、予算超過の傾向を兎れたい。その為

にもっと雑誌を充実せよとの御希望は当然ながら逆に雑

誌が縮小されねばたらぬ状態になりつつある。会員諸氏

の御支援を仰ぎたい。 仁白石コ
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